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古本節用集注記孜（柏原）

は
、
言
う
迄
も
無
い
。

（注
1
)

そ
れ
に
何
等
か
の
註
文
を
付
け
た
も
の
』
で
あ
る
か
ら
、

辞

書

と

は

『

語

を

一

定

順

に

排

列

し

、

語

の

収

集

範

囲

・

排

列

法

と

並

ん

で
、
註
文
（
注
記
）
の
語
に
対
す
る
関
係
が
辞
書
の
性
格
を
決
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（注
2
)

右
の
認
識
に
立
脚
し
て
、
本
稿
で
は
、
中
世
末
期
の
伊
呂
波
引
通
俗
辞
書
「
古
本
節
用
集
」
の
注
記
を
、
辞
書
史
的
に
考
察
し
、
且
つ

節
用
集
の
言
語
性
の
考
察
に
及
ぶ
。
考
え
ら
れ
る
問
題
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
古
本
節
用
集
の
注
記
は
、
わ
が
国
の
辞
書
史
上
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
。

②
節
用
集
の
注
記
は
、
節
用
集
の
発
展
の
中
で
い
か
に
発
生
・
変
遷
し
た
か
。

⑧
古
本
節
用
集
の
注
記
の
内
容
の
種
々
。

④
注
記
か
ら
見
た
、
語
の
収
集
範
囲
・
出
自
゜

節
用
集
注
記
の
語
釈
•
音
訓
注
記
な
ど
を
、
当
時
の
言
語
・
文
化
資
料
と
し
て
用
い
る
に
も
、
右
の
点
の
検
討
を
前
提
と
す
べ
き
こ
と

課

題
古

本

節

用

集

注

記

放

柏

原

卓
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④
所
収
語
の
出
自
に
関
す
る
注
記
は
、

に
触
れ
て
い
る
。

に
は
、
古
本
節
用
集
注
記
の
変
遷
の
要
点
を
手
短
か
に
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究

他
に
、

山
田
忠
雄
氏
「
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
序
(
6
ぺ
）

問
題
点
の
所
在
は
右
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
従
来
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
来
た
で
あ
ろ
う
か
。

0

0

0

 

問
題
点
①
古
本
節
用
集
の
注
記
は
わ
が
国
の
辞
書
史
上
い
か
な
る
性
格
か
、
換
言
す
れ
ば
、
語
に
対
す
る
注
記
の
あ
り
方
か
ら
見
た
節

（注
3
)

用
集
の
性
格
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

②
節
用
集
注
記
の
発
生
・
変
遷
に
関
す
る
論
は
多
い
。
山
田
忠
雄
氏
「
節
用
集
と
色
葉
字
類
抄
」
（
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
昭
42)

は、

永
禄
一
一
年
本
類
（
印
度
本
第
二
類
）
に
お
け
る
八
朋
友

p
．
盃
酒

p
．
貧
賎

p
．
朝
廷

P
・
天
子

P
・
政
理

p
．
人
倫

p
．
婚
姻

p
．
帝

王

P
・
人
情

p
．
夫
婦

p
>な
ど
の
注
記
が
、
色
菜
字
類
抄
の
畳
字
門
の
内
部
の
分
類
に
由
来
す
る
こ
と
を
説
く
。
又
、
林
義
雄
氏
「
文

明
本
節
用
集
所
収
の
下
学
集
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
」
（
二
松
学
舎
大
学
論
集
、
昭
和
四
四
年
度
）
・
『
古
本
下
学
集
配
研
究
並
び
に
総
合

索
引
」
（
昭
46)
の
「
第
一
部
第
一
―
―
章
、
下
学
集
（
第
三
類
本
）
と
文
明
本
節
用
集
」
は
、
注
記
の
伝
承
を
重
視
し
て
下
学
集
と
文
明
本

節
用
集
の
影
醤
関
係
を
考
究
す
る
。
下
学
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
早
く
橋
本
進
吉
『
古
本
節
用
集
の
研
究
」
（
「
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
紀
要
」
第
二
。
大
5
)

の
八
節
用
集
の
註
と
下
学
集
と
の
関
係
＞
（

277
ペ
）
の
条
に
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
中
田
祝
夫

氏
『
文
明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（
昭
45)

に
も
触
れ
る
所
が
あ
る
。

③
注
記
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
般
的
な
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
広
浜
文
雄
氏
「
鱈
〗
麟
麟
慶
長
几
年
本
節
用
集
に
つ

い
て
」
（
『
こ
と
ば
の
研
究
』
ー
、
昭
34)
・
室
山
敏
昭
氏
「
正
宗
文
庫
本
『
節
用
集
」
解
題
」
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書

刊
行
会
「
正
宗
文
庫
本
節
用
集
」
昭
43)

に
、
「
俗
云
」
等
の
通
俗
語
を
示
す
注
記
を
取
り
上
げ
、
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
が
出
典
注
記

出
典
名
を
記
す
も
の
に
つ
い
て
『
古
本
節
用
集
の
研
究
j(335
ペ、

八
節
用
集
編
輯
の
資
料
＞
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古本節用集注記孜（柏原）

四

本

論

以
上
の
概
観
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
節
用
集
の
注
記
に
関
す
る
従
来
の
言
及
並
び
に
研
究
は
、
大
体
簡
略
で
あ
り
、
大
規
模
精
細
な

研
究
の
場
合
は
前
述
の
ど
れ
か
の
問
題
点
に
偏
し
て
い
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
本
稿
に
お
い
て
四
点
の
問
題
点
を
設
定
し
て
、
古
本
節
用

考
察
に
あ
た
っ
て
、
問
題
点
①
②
に
関
し
て
は
、
橋
本
進
吉
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
・
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
昭
3
0
)
•山

田
忠
雄
編
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
•
吉
田
金
彦
「
辞
書
の
歴
史
」
（
『
講
座
国
語
史
3

・
語
彙
史
』
昭
4
6
)な
ど
、
諸
先
学
の
著
作
に
負
う

所
が
大
き
い
。
問
題
点
③
④
に
関
し
て
は
、
「
正
宗
文
庫
本
節
用
集
」
複
製
（
釦
酎
瓢
鐸
心
女
子
大
学
）
・
「
伊
京
集
」
複
製
（
内
閣
文

庫
）
・
「
尊
経
閣
蔵
古
紗
本
節
用
集
（
黒
本
本
）
」
複
製
（
帽
麟
鱈
団
）
・
中
田
祝
夫
『
古
本
節
用
集
叡
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
・
同
『
文
明

本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
・
同
『
印
度
本
節
用
集
甘
ォ
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
を
資
料
と
し
て
用
い
た
。
又
、
中
田
・
林
義
雄
『

四
種

古
本
下
学
集
七
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
、
中
田
・
峯
岸
明
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
を
参
看
し
た
。

範
用
集
の
注
記
の
数
は
諸
本
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
右
に
記
し
た
数
種
の
本
の
注
記
だ
け
で
も
合
計
す
れ
ば
大
変
な
量
に
な
る
。
そ

こ
で
⑧
注
記
の
内
容
で
は
、
黒
本
本
の
イ
部

l
＿
一
部
を
サ
ン
プ
ル
と
し
、
④
語
の
出
自
に
関
す
る
注
記
で
は
、
弘
治
二
年
本
を
始
め
数
本

を
適
宜
用
い
る
な
ど
し
た
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
こ
の
程
度
の
調
査
で
も
一
応
目
的
を
果
し
得
る
も
の
と
考
え
る
。

ー
、
古
本
節
用
集
の
注
記
の
性
格

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
語
と
注
記
と
の
関
係
は
辞
書
の
性
格
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
逆
に
、
或
る
辞
書
の
注
記
の
性

資

料

集
の
注
記
を
根
底
的
・
全
般
的
に
考
察
し
よ
う
と
試
み
る
所
以
で
あ
る
。

の
条
）
に
記
述
が
あ
る
。

771 (文57)



「
体
裁
上
か
ら
見
た
辞
書
の
分
類
」
は

第
一
種
字
形
引
辞
書

第
二
種
分
類
体
辞
書
（
意
義
分
類
）

第
三
種
音
引
辞
書

の
三
種
で
あ
る
。
次
に
我
々
が
辞
書
を
用
い
る
目
的
は
、

H
読
む
為
鰐
峰
翡
累
悶
託
誠
読
方
を
と
、
口
書
く
為
詞
‘
つ
改
藝
譴
蹂

ヽ

を
見
出
し
、
正
し
し
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
各
々
の
「
目
的
に
適
応
す
る
四
種
類
の
辞
書
」
と
し
て
、
我
が
国
語
の
性
質
上
、

文
字
を
用
い
る
為

H
読
む
為
の
辞
書
と
し
て
は0
0

 

文
字
か
ら
其
の
よ
み
と
意
義
と
を
索
め
る
も
の

甲
類

こ
れ
と
関
連
し
て
、
橋
本
進
吉
氏
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
に
も
、
辞
書
分
類
の
立
場
と
し
て
「
体
裁
上
か
ら
見
た
辞
書
の
分
類
」
と

「
目
的
か
ら
見
た
辞
書
の
分
類
」
を
挙
げ
て
辞
書
を
分
類
し
、
二
つ
の
分
類
法
の
相
互
関
係
を
述
べ
て
、
辞
書
の
性
格
を
考
察
し
て
い
ら

れ
る
。
こ
の
二
つ
の
分
類
の
立
場
は
、
各
々
、
筆
者
の
「
辞
書
の
性
格
を
考
え
る
基
準
の
山
り
・
②
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
加
、
そ
の
所

説
に
は
従
う
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
簡
単
に
紹
介
し
て
行
く
。

②
目
的

③
語
・
注
記
の
収
集
範
囲
・
出
自

回
語
と
注
記
の
外
形
的
関
係

格
（
特
に
語
と
注
記
と
の
関
係
）
を
知
る
た
め
に
は
そ
の
辞
書
の
全
体
的
性
格
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
、
と
も
言
え
る
。

そ
こ
で
、
古
本
節
用
集
の
注
記
の
性
格
を
考
察
す
る
に
先
だ
っ
て
、
節
用
集
の
辞
書
と
し
て
の
性
格
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
思
う

に
、
辞
書
の
性
格
を
考
え
る
基
準
と
し
て
は
、
次
の
諸
点
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

山
体
裁
り
排
列
法

（文58)772 
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古本節用集注記孜（柏原）

果
せ
る
も
の
が
好
都
合
で
あ
る
故
、
各
種
の
編
纂
様
式
を
併
せ
た
も
の
も
存
す
る
。

以
上
の
橋
本
進
吉
氏
の
分
類
の
他
に
、
筆
者
の
前
述
、
山
回
語
と
注
記
の
外
形
的
関
係
に
よ
る
分
類
も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
外

形
的
関
係
と
は
漢
字
か
仮
名
か
と
言
う
こ
と
で
、
語
↓
注
記
の
関
係
は
、

種）、

0

0

こ
と
ば

文
字
の
よ
み
（
即
、
語
）
か
ら
其
の
意
義
を
索
め
る
も
の

口
書
く
為
の
辞
書
と
し
て
は

丙
類
意
義
か
ら
語
及
び
文
字
を
索
め
る
も
の

こ
と
ば

0

0
 

丁
類
語
（
文
字
か
ら
云
へ
ば
よ
み
）
か
ら
之
に
宛
つ
べ
き
文
字
を
索
め
る
も
の
が
あ
る
。

a
、
漢
字
↓
漠
字

に
分
類
で
き
る
。

b
、
漢
字
↓
仮
名

C

、
仮
名
↓
漢
字

d
、
仮
名
↓
仮
名

a

は
漢
土
の
辞
書
を
考
え
れ
ば
良
い
訳
で
、
字
形
引
（
玉
篇
・
康
熙
字
典
等
）
・
分
類
体
（
爾
雅
・
釈
名
等
）
•
音
引
(

切
韻
・
広
韻
等
）
の
三
種
全
て
を
含
む
。
わ
が
国
で
も
初
期
の
空
海
『
簗
隷
万
象
名
義
』
は

a
に
属
す
る
字
形
引
辞
書
で
あ
る
。

d
と
し

て
は
、
純
粋
の
国
語
の
み
を
集
め
た
も
の
は
、
藤
原
仲
実
『
綺
語
抄
』
以
下
の
歌
語
の
辞
書
に
限
ら
れ
る
。
谷
川
士
清
『
和
訓
栞
』
や
現

今
の
国
語
辞
典
類
も
、
主
と
し
て
、
仮
名
の
見
出
語
に
仮
名
（
和
文
）
で
説
明
を
施
す
こ
と
が
眼
目
で
あ
っ
て
、

d
に
属
す
る
。

b
は
漢
和
辞
典
で
あ
っ
て
、
『
類
来
名
義
抄
』
や
現
今
の
漢
和
辞
典
は
こ
れ
に
属
し
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
も
そ
の
崩
芽
が
見
ら
れ
る
。

で
は
、
伊
呂
波
別
の
部
の
中
を
意
義
分
類
の
門
で
分
類
し
て
あ
る
、
『
色
葉
字
類
抄
』
や
『
節
用
集
』
は
、

a
l
d
の
何
れ
に
属
す
る

か
。
両
者
の
所
収
語
は
字
音
語
・
和
語
双
方
を
含
む
国
語
で
あ
っ
て
、
音
引
の
国
語
辞
書
の
形
式
を
具
え
て
い
る
。
し
か
し
、
結
局
は
、

0

0

（注
5
）

よ
み
か
ら
そ
れ
に
宛
つ
べ
き
漢
字
を
索
め
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
て
、
仮
名
引
漢
字
辞
書
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
ら
は
C

に

属
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
仮
名
が
見
出
語
で
、
漢
字
は
注
記
の
一
種
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
漢
字
が
注
記
の
「
一
種
」
で
あ
る
と
言
う
の

丁
類
に
は
音
引
き
の
も
の
（
第
三
種
）
が
、
そ
の
使
用
目
的
に
適
っ
て
い
る
。

し
か
し
使
用
の
実
際
に
於
て
は
多
種
類
の
目
的
を

そ
し
て
、

甲
類
の
も
の
に
は
字
形
引
の
も
の
（
第
一
種
）
、

乙
類
に
は
音
引
き
の
も
の
（
第
三
種
）
、

乙
類

丙
類
に
は
分
類
体
の
も
の

（第

773 (文59)



は
、
言
わ
ば
三
次
以
下
な
の
で
あ
る
。

称
す
る
こ
と
に
す
る
。

う
実
質
上
の
見
地
か
ら
、

漢
字
は
漠
字

漠
字
は
漢
字
、
仮
名
は
仮

其
の
右
傍
に
読
方
を
付
し
、
処
々
に
、
漢
文
で
語

は
、
他
に
構
造
上
性
質
の
異
な
る
注
記
が
存
す
る
か
ら
で
、
実
は
、
本
稿
で
扱
う
注
記
は
後
者
な
の
で
あ
る
。

話
を
具
体
的
に
す
る
た
め
、
実
例
を
挙
げ
よ
う
。
古
本
節
用
集
の
伊
勢
本
類
の
一
本
「
伊
京
集
」
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば

の
如
く
、
大
き
な
漢
字
の
右
傍
に
仮
名
が
書
か
れ
て
お
り
、
漢
字
の
下
部
に
小
書
き
で
主
と
し
て
漠
文
体
の
文
字
群
が
あ
る
（
・
・
・
部
分
な

ど
に
は
、

こ
の
小
書
き
文
字
群
の
存
せ
ぬ
項
も
勿
論
あ
る
け
れ
ど
も
）
。

『
古
本
節
用
集
の
研
究
」
に
は
「
（
古
本
節
用
集
は
）
何
れ
も
漠
字
を
本
文
と
し
、

義
を
註
し
た
も
の
で
」

(
3
ぺ
）
と
か
「
語
に
付
し
た
註
」
「
註
を
有
す
る
語
」

(
9
ー

10
ペ
）
と
か
あ
っ
て
、

（注
6
)

名
、
小
書
き
文
字
群
は
註
と
呼
ん
で
い
る
。

広
義
で
は
「
一
種

厳
密
に
言
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
漠
字
」
は
、
伊
呂
波
別
で
排
列
さ
れ
た
「
仮
名
」
語
に
対
し
て
施
さ
れ
た
、

の
注
記
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
先
学
の
用
語
と
の
混
乱
を
防
ぐ
と
言
う
便
宜
上
と
、
構
造
的
性
質
の
差
異
と
言

（注
7
)

仮
名
は
仮
名
と
称
し
、
『
漢
字
の
下
部
・
左
傍
に
小
書
き
さ
れ
た
文
字
・
文
字
群
』
を
注
記
と

0

0

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
節
用
集
は
よ
み
か
ら
漢
字
を
求
め
る
伊
呂
波
引
漠
字
辞
書
で
あ
っ
て
、
仮
名
が
見
出
し
の
語
、
漠
字
が
広
義
の
注

記
と
言
え
る
。
挨
言
す
れ
ば
、
仮
名
を
一
次
、
漢
字
を
二
次
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
る
に
、
節
用
集
に
お
け
る
狭
義
の
「
注
記
」

注
記
の
内
容
は
、
語
義
の
説
明
を
始
め
と
し
て
、
出
典
・
用
字
・
字
音
・
添
訓
・
意
義
分
類
・
語
の
位
相
な
ど
の
多
様
な
事
項
に
わ
た

る
。
こ
れ
ら
は
、
仮
名
（
一
次
）
に
宛
つ
べ
き
漠
字
（
二
字
）
を
求
め
る
と
言
う
眼
目
以
外
の
事
項
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
伊
部
・
天
地
門
）

ィ
4

一字
．．
 
：
．
撼
堤
ノ

？

・

イ

ン

ズ

ヘ

同

熊
野
本
宮
ノ
大
神
是
也
．
…
．．
 

礎
篠
一

イ

チ

ノ

ヘ

イ

イ

ナ

ツ

マ

イ

ソ

タ

ケ

ノ

ミ

コ

ト

款

素

蓋

烏

ノ

御

子

也

義

同

ノ

ミ

イ

セ

勢

：

・

…

奥

州

馬

…

…

稲

妻

倭

字

…

…

五

十

猛

命

出
所
也

伊

勢

伊

賀

け

一

部

州

州
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古本節用集注記孜（柏原）

長
短
は
異
な
り
を
見
せ
る
。

理
屈
か
ら
行
け
ば
、

（
黒
本
本
1
.
5
)

0

0

 

0
 
0
 

の
如
き
注
記
に
お
い
て
は
、
「
為
中
」
「
田
舎
」
は
漠
字
「
夷
中
」
と
全
く
同
様
に
仮
名
「
イ
ナ
カ
」
に
宛
つ
べ
き
漠
字
（
二
次
）
を
提
示

し
て
い
る
故
、
こ
れ
を
二
次
と
言
い
得
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
も
の
を
除
け
ば
、
漢
字
（
二
次
）
に
注
し
た
字
音
・
添
訓
・
用
字
法

・
出
典
な
ど
の
注
記
は
、
勿
論
三
次
で
あ
り
、
仮
名
（
一
次
）
漢
字
（
二
次
）
を
ひ
っ
く
る
め
た
語
に
注
し
た
語
義
の
説
明
・
意
義
分
類

・
語
の
位
相
な
ど
の
注
記
も
、
や
は
り
三
次
以
下
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
一
次
・
ニ
次
・
三
次
と
言
う
こ
と
は
、
理
論
的
反
省
に
よ
っ
て
言
わ
れ
る
こ
と
で
、
相
互
の
文
字
の
大
小
と
か
配
置

と
か
に
は
、
直
接
の
関
係
は
無
い
。
例
え
ば
、
同
じ
く
伊
呂
波
引
漠
字
辞
書
（
一
次
1
1
仮
名
↓
二
次
1
1
漢
字
）
で
も
、
色
葉
字
類
抄
は
、

漢
字
が
上
で
仮
名
が
下
で
あ
り
、
節
用
集
は
、
漠
字
が
左
で
仮
名
が
右
、
そ
し
て
、
共
に
仮
名
は
漢
字
よ
り
小
さ
い
、
と
言
う
事
実
が
あ

る
。
従
っ
て
、

る
。
し
か
し
、
管
見
の
及
ん
だ
節
用
集
諸
本
は
、
漢
字
の
右
傍
（
永
禄
五
年
本
等
で
稀
に
下
部
）
に
、
仮
名
を
小
書
き
で
記
し
て
あ
る
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
辞
書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
は
、
社
会
的
好
尚
や
流
行
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
漠
字
の
方
が
大
き
い
の
は
、

求
め
る
漢
字
が
大
き
い
方
が
見
易
い
と
言
う
実
際
面
以
外
に
、
公
文
書
・
書
簡
が
漢
字
だ
け
で
書
か
れ
た
漢
字
尊
重
の
社
会
的
一
面
に
原

因
が
あ
ろ
う
。
漢
字
と
仮
名
の
位
置
に
つ
い
て
言
え
ば
、
色
葉
字
類
抄
の
は
、
割
注
式
の
漢
土
の
辞
書
の
形
式
を
脱
け
出
せ
な
か
っ
た
当

（注
8
)

時
の
辞
書
の
趨
勢
に
み
あ
っ
た
も
の
、
節
用
集
の
は
後
世
的
で
、
下
学
集
と
同
じ
で
あ
る
。
下
学
集
は
節
用
集
を
生
み
出
し
節
用
集
に
大

量
の
語
彙
・
注
記
を
提
供
し
た
と
目
さ
れ
る
故
、
そ
の
書
式
の
影
響
も
大
で
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
て
、
話
は
元
に
戻
る
が
、
節
用
集
の
注
記
は
、
仮
名
（
一
次
）
か
ら
漢
字
（
二
次
）
を
求
め
る
と
言
う
眼
目
か
ら
す
れ
ば
、
三
次
で

あ
っ
て
、
言
わ
ば
剰
余
物
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
従
っ
て
、

一
方
で
は
、
文
明
本
節
用
集
（
雑
字
類
書
）
の
よ
う
に
、
注
記
が
多
く
て
詳
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
他
方
に

又
為
中
又

イ
ナ
カ

云
田
舎

夷
中

仮
名
（
一
次
）
が
上
で
、

漢
字
（
二
次
）
が
下
、
と
言
う
節
用
集
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
訳
で
あ

そ
の
存
否
に
は
必
然
性
が
無
い
故
に
、
諸
本
に
よ
っ
て
注
記
の
多
少
・
精
粗

775 (文61)



る。

II 

は
、
侵
頭
屋
本
の
如
く
注
記
の
稀
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
剰
余
物
た
る
注
記
ま
で
も
忠
実
に
書
写
す
る
こ
と
を
求
め
る
権
威
が
存
し

（注
9
)

な
か
っ
た
こ
と
、
中
田
祝
夫
氏
に
よ
れ
ば
「
序
文
を
欠
き
、
何
某
作
と
い
う
形
を
取
ら
な
か
っ
た
」
と
言
う
事
情
が
与
っ
て
、
節
用
集
の

注
記
は
、
節
用
集
が
転
写
さ
れ
発
展
す
る
に
つ
れ
て
書
写
者
の
欲
求
の
ま
に
ま
に
、
広
略
両
方
の
手
が
入
っ
て
変
遷
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
、
節
用
集
の
注
記
に
伝
承
性
の
側
面
が
存
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
手
本
と
な
る
節
用
集
を
書
写
す
る
際

に
、
取
捨
選
択
の
情
を
強
く
働
か
せ
な
い
場
合
は
、
手
本
と
同
一
の
注
記
が
で
き
る
訳
で
あ
る
。
実
際
、
或
る
注
記
が
特
定
の
類
の
節
用

集
に
だ
け
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
、
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
決
拾
」
の
注
記
に

日
本
世
俗
日
此
字
（
明
応
）

有
説
多
但
有
口
博
云
々

倭
俗
日
此
字
ニ
ハ
其
説
多
ッ
（
伊
京
）
．

但
ン
有
二
ロ
博
一
云
々

認
碑
秘
而
（
黒
本
）
・
祖
蒻
舅
其
主
而
（
弘
治
二
）
・
翌
誌
J

而
不
書
（
永
禄
二
）

と
あ
っ
て
、
伊
勢
本
類
（
伊
京
集
・
明
応
本
）
と
印
度
本
類
（
黒
本
本
・
弘
治
二
年
本
・
永
禄
二
年
本
）
と
の
間
に
、
特
有
の
注
記
の
対

立
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
伝
承
注
記
は
、
「
俗
云
」
の
認
定
者
は
誰
か
等
、
節
用
集
の
言
語
性
の
問
題
を
学
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
書
写
す
る
も
、
広
略
い
ず
れ
か
の
手
を
入
れ
る
も
、
自
由
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
は
、
根
本
的
に

は
、
注
記
が
仮
名
（
一
次
）
や
漢
字
（
二
次
）
に
対
し
て
三
次
で
あ
り
、
言
わ
ば
剰
余
物
で
さ
え
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

節
用
集
の
注
記
の
発
生
と
変
遷

前
項
の
末
部
に
述
べ
た
如
く
、
節
用
集
の
注
記
は
、
欲
求
の
ま
に
ま
に
加
除
添
削
さ
れ
る
面
と
、
伝
承
の
面
と
両
面
を
持
つ
の
で
あ
る

か
ら
、
注
記
の
発
生
・
変
遷
に
つ
い
て
こ
の
両
面
よ
り
見
る
必
要
が
あ
る
。
節
用
集
の
注
記
の
発
生
・
変
遷
に
当
た
っ
て
は
、
節
用
集
編

（

注

1

0

)

（

注

11)

者
（
書
写
者
）
の
注
記
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
下
学
集
の
注
記
が
与
っ
て
力
あ
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
先
学
の
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。

（
注
1
2
)

山
田
忠
雄
氏
に
よ
れ
ば

（文62)116 
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古本節用集注記孜（柏原）

節
用
集
の
編
者
は
、
ま
づ
伊
勢
本
成
立
の
段
階
に
お
い
て
、
本
書
（
翻
詞
下
学
集
）
の
み
じ
か
い
語
注
の
大
部
分
は
、

が
め
の
注
は
圧
縮
し
て
う
け
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
辞
書
と
し
て
純
粋
た
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
。
つ
ぎ
に
、
印
度
本
の
成
立
に

あ
た
っ
て
は
、
次
第
に
な
が
め
の
注
が
復
活
の
き
ざ
し
を
み
せ
、
や
が
て
弘
治
二
年
本
は
こ
れ
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
復
元
し
た
点
に

と
の
こ
と
で
あ
る
。
お
う
む
ね
そ
の
通
り
で
あ
る
と
筆
者
も
考
え
る
。
そ
こ
で
、
山
田
氏
の
こ
の
言
を
い
さ
さ
か
敷
術
し
て
、
筆
者
の
考

え
る
所
を
記
そ
う
と
思
う
。

伊
勢
本
成
立
（
即
、
節
用
集
原
本
）
の
段
階
で
あ
る
が
、

橋
本
進
吉
氏
は
、
「
所
収
の
語
は
、
諸
本
何
れ
に
も
通
じ
て
存
す
る
も
の
は

（注
13)

比
較
的
少
い
か
ら
、
多
分
、
原
本
に
は
其
の
数
少
く
…
…
語
の
註
は
多
分
委
し
い
方
で
あ
ら
う
。
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
川
瀬
一
馬
氏

4
 
9
」

4

0

 

は
、
墨
付
五
八
五
丁
の
大
冊
で
注
記
の
中
に
「
文
明
六
年
4
7
・
延
徳
二
年
4
9
．
明
応
三
年
4

な
ど
と
見
え
る
、
所
謂
文
明
本
に
依
っ

ー

て
、
「
節
用
集
原
本
は
、
文
明
六
年
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
…
…
そ
の
所
収
語
数
は
相
当
多
く
、
古
本
節
用
集
の
研
究
に
於

い
て
考
へ
ら
れ
た
如
く
語
彙
数
の
少
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
同
研
究
中
に
、
各
種
の
伝
本
が
原
本
に
増
補
を
加
ヘ

（
注
1
4
)

た
と
思
考
し
た
点
は
、
語
彙
を
省
略
除
去
し
た
と
考
へ
改
む
べ
き
部
分
も
少
く
な
い
」
と
、
逆
の
意
見
を
出
さ
れ
た
。
山
田
忠
雄
氏
は
川

（注
15)

瀬
説
を
厳
し
く
否
定
さ
れ
る
。

思
う
に
、
文
明
本
は
二
十
年
に
及
び
書
き
継
ぎ
の
間
に
増
補
を
か
な
り
受
け
た
に
は
違
い
な
い
が
、
文
明
六
年
に
も
相
当
な
大
冊
で
あ

っ
た
可
能
性
を
否
定
し
さ
る
訳
に
も
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
広
本
形
態
が
、
文
明
六
年
或
は
そ
れ
以
前
に
遡
り
得
る
か
も

知
れ
ぬ
以
上
、
少
く
も
理
論
上
は
、
原
本
の
広
略
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
は
断
定
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
、
節
用
集
原
本
成
立
後
、
早
々
に
語
の
多
く
な
い
本
が
主
流
と
な
っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
主
流
に
お
い
て
は
、

学
集
の
注
記
の
短
い
の
は
そ
の
ま
ま
、
長
め
の
は
圧
縮
し
て
受
け
入
れ
た
」
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
つ
ぎ
に
、
印
度
本
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
次
第
に
な
が
め
の
注
が
復
活
の
き
ざ
し
を
み
せ
、

お
い
て
お
ほ
き
な
特
徴
を
も
つ
。

「下

そ
の
ま
ま
、
な

や
が
て
弘
治
二
年
本
は
こ
れ

777 (文63)
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国
語
原

を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
復
元
し
た
」
と
言
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
次
い
で
、
印
度
本
の
弘
治
二
年
本
類
か
ら
発
生
し
た
易
林
本
（

乾
本
類
）
は
、
板
本
と
し
て
近
世
初
期
の
節
用
集
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
で
は
注
記
は
少
く
、
比
較
的
粗
で
あ

る。
こ
と
の
序
で
に
、
近
世
板
の
節
用
集
に
つ
い
て
言
え
ば
、

槙
島
昭
武
『
和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
」
（
元
禄
十
一
年
）
の
如

く
、
和
漢
の
書
を
丹
念
に
引
用
し
た
詳
注
の
本
が
見
ら
れ
、
一
方
に
は
、
拠
語
散
人
序
『
早
引
節
用
集
』
（
虞
疇
叶
虹
辰
年
）
韓
ば
う
に
注
の

稀
な
本
が
存
す
る
。
こ
の
様
に
二
極
分
解
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
注
記
の
変
遷
を
、
図
示
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

粗
・
短

翡
は
粗
・
短
次
第
に
精
•
長
に
粗
・
短
ー
丁
酎
口
町
—
―

ー

略

本

系

印

度

本

乾

本

ー

□

9
刷
町
剛
一

-T-
―
―
―
―
 

伊
勢
本
原
本
ー
一

ー
一
広
本
（
文
明
本
）
一
精
•
長

注
記
は
精
•
長

古
本
節
用
集
の
注
記
の
内
容

（
注
1
7
)

「
日
本
語
ヲ
以
テ
日
本
語
ヲ
釈
キ
タ
ル
」
「
日
本
辞
書
」
と
し
て
の
『
言
海
」
（
明
24
刊
）
は
、
近
代
的
国
語
辞
書
と
し
て
記
念
す
べ
き

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
編
者
大
槻
文
彦
氏
は
「
辞
書
二
挙
ゲ
タ
ル
言
語
ニ
ハ
、
左
ノ
五
種
ノ
解
ア
ラ
ム

7
ヲ
要
ス
」
と
て

H
発

音

口

語

別

（

品

詞

）

回

語

釈

固

出

典

（注
18)

を
掲
げ
ら
れ
た
。

古
本
節
用
集
の
注
記
は
、
内
容
上
種
々
に
分
類
し
得
る
多
様
さ
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
言
海
』
の
よ
う
に
確
固
た
る
基
準
を
持

再
び
、

（文64)118 
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古本節用集注記孜（柏原）

H
漢
字
に
付
さ
れ
た
注
記

い
字
音
注
記

鵠
（
ハ
部
畜
類
）

カ
ウ

一
ン
ニ
ク
蒜
（
二
部
草
木
）

サ
ン

に
整
理
で
き
る
の
で
、

こ
の
順
に
よ
っ
て
述
べ
て
行
く
。

回
語
の
位
相

口
語
（
漢
字
＋
仮
名
）
に
付
さ
れ
た
注
記

り
語
義
の
説
明

り
意
義
分
類

日
漢
字
に
付
さ
れ
た
注
記

切
字
音
注
記

回
添
訓

い
用
字
法

そ
れ
は

語
が
多
い
本
で
、

こ
の
程
度
の
サ
ン
。
フ
ル
で
も
、

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
注
記
を
付
け
ぬ
語
が
あ
り
、
注
記
を
付
け
る
場
合
は
、
種
々
の
注
記
内
容
の
う
ち
一
種
を
付
け
、
或
は
二
種
以
上

を
付
け
る
、
な
ど
全
く
恣
意
的
と
言
う
外
は
無
い
。

0

0

 

こ
れ
は
、
厘
々
述
べ
た
よ
う
に
、
節
用
集
が
音
引
漢
字
辞
書
で
よ
み
か
ら
漢
字
を
求
め
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
た
め
、
注
記
は
結
局

II

剰
余
物
“
で
あ
っ
て
、
欲
求
の
ま
に
ま
に
必
要
と
感
ぜ
ら
れ
た
事
項
が
、
注
記
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
を
換
え
れ
ば
、
辞
書
は
、

一
冊
で
色
々
な
目
的
を
果
せ
る
方
が
便
利
で
あ
る
。
故
に
、
各
種
の
付
録
を
添
加
し
た
百
科
辞
典
的
な
も
の
や
、
二
種
以
上
の
辞
書
を
合

編
し
て
一
部
と
し
た
も
の
な
ど
が
、
発
生
を
見
る
に
到
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
体
裁
上
の
改
変
に
ま
で
行
き
着
か
な
く
と
も
、
右
の
如

（注
19)

き
便
利
へ
の
欲
求
は
存
す
る
訳
で
、
そ
の
結
果
、
種
々
の
注
記
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
多
様
な
注
記
は
、
或
る
語
の
如
何
な
る
面
に
注
意
•
関
心
が
向
け
ら
れ
た
か
を
、
示
し
て
い
る
。

そ
の
実
態
を
窺
う
た
め
に
、
以
下
に
、
黒
本
本
節
用
集
の
伊
部

l
仁
部
を
例
に
と
っ
て
、
注
記
の
諸
種
を
示
す
（
黒
本
本
は
注
を
付
す

節
用
集
の
注
記
内
容
の
種
類
を
ほ
ぽ
尽
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
。

目
漠
字
の
出
典

内
容
か
ら
し
て
、

7.79 (文65)



漢
字
の
左
傍
に
付
け
ら
れ
た
字
音
仮
名
注
記
は
、
黒
本
本
に
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
文
明
本
は
丹
念
に
付
し
、
伊
京
集
に
も
多
い
。

又
、
伊
京
集
そ
の
他
に
は
「
玉
篇
」
な
ど
に
よ
っ
た
反
切
注
記
も
見
ら
れ
る
。

回
添
訓
0

0

 

0
 
0
 

0
 
0
•
J

と
ば

0

0
 

こ
れ
は
、
漢
字
の
よ
み
の
う
ち
、
一
次
の
仮
名
（
伊
呂
波
引
の
見
出
語
）
と
は
、
別
の
よ
み
で
あ
っ
て
、
字
音
以
外
の
も
の
を
、
漢
字

の
左
傍
や
下
部
に
注
記
し
た
も
の
。
漢
字
の
別
訓
も
知
り
記
憶
し
た
い
欲
求
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
言
い
換
え
に
よ
る
語

釈
の
面
も
あ
る
。

燻
（
口
部
天
地
）
板
歯
（
八
部
支
体
）
病
（
ハ
部
畜
類
）

り
用
字
法
に
関
す
る
注
記

0

0

 

節
用
集
は
よ
み
か
ら
漢
字
を
求
め
る
た
め
の
辞
書
で
あ
る
か
ら
、

イ

カ

ダ

同

ィ

フ

同

同

梓
筏
（
イ
•
財
宝
）
云
言
道
（
イ
言
語
）

の
如
き
方
法
と

剛
麟
（
イ
・
天
地
）
町
甚
斡
（
イ
・
時
節
）

ハ
ラ
ム

髯
ぶ
研
AA
（
イ
・
人
倫
）
娠
翌
翡
瓢
（
ハ
・
言
語
）

の
如
き
方
法
と
が
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
見
た
目
に
は
何
ら
他
の
注
記
と
異
な
ら
な
い
体
裁
を
持
つ
け
れ
ど
も
、
構
造
上
の
性
質
と

后
ル
北
字
背
義
也

i
北
音
背
也

ヽ
笑
貝
也

ニ
ッ
コ
ト

ク
ア
ン
ジ

莞
＾
A

(

1

一
部
言
語
）

（
二
部
言
語
）

裏
犀
騎
（
イ
・
言
語
）

又
云
蛤
蛸
・
又
云
（
ハ
・
畜
類
）

ハ
マ
グ
リ

蜃
•
又
云
蛾

蛤

0

0

 

―
つ
の
よ
み
に
複
数
の
漢
字
を
示
す
場
合
に

（文66)7BD 
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古本節用集注記孜（柏原）

語
義
の
説
明

口
語
（
漢
字
＋
仮
名
）

,

i

、ィ
9

9

 

に
付
さ
れ
た
注
記

、
落
字
又
作
レ
絡
（
イ
・
言
語
）

ラ
ク
サ
ク

夭
恵
書
在
乏

.
―
落
幸

イ
ク
サ
プ
ネ

瞳

糠

史

記

（
イ
•
財
宝
）

ヽ
｀
、
テ
イ
ク
サ
ヲ
ハ
グ
ヤ
ヲ
＋
平
師
芸
参
樹
笛
風
土

ハ
キ
ャ
カ
ワ

記
有
レ
作
レ
矢
河
―

見
レ
軍
作
レ
矢

（
ハ
・
言
語
）

現
代
の
国
語
辞
書
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
節
用
集
注
記
の
語
義
の
説
明
に
は
、
色
々
な
型
が
あ
る
。

ィ
ル
カ
見
干
史
記
一

一
名
江
豚

．
鱚

（
イ
・
畜
類
）

イ
サ
リ
ピ
釣
魚
火
也
・
万
葉
・

J

又
日
本
紀
廻
嶋

求
食
火

漢
字
の
出
典
を
記
し
た
注
記
も
見
ら
れ
る

目
出
典
に
漢
す
る
注
記

ハ
カ
リ
コ
ト

舗 蓮；
也花ス

炉
疇
霊
（
ハ
・
草
木
）

メ

ク

ラ

ス

ハ

カ

リ

コ

ト

運

・

策

定

レ

ー

ヲ

ー

（
ハ
・
言
語
）

恰
悦
麟
鱈
ト
ナ
ス

凡
法
場

ハ
タ
ホ
コ
同
用
レ
之

ハ
タ
同
凡
ソ
戦
場
等
ニ
ハ
幡
幡

用
二
此
ノ
ニ
字
↓

旗
鹿

も
の
で
あ
る
。

（
イ
・
言
語
）

（
ハ
•
財
宝
）

.‘
 

神
書
（
ハ
・
畜
類
）

ノ
ケ
モ
ノ

在
之

術

物

（
イ
・
時
節
）

ハ
コ
ベ

（
ハ
・
草
木
）

本
草
作
紫
菜

紫
菜
．
…
…
•

ケ
イ
ロ
ウ

一
軽
醜
芦
疇
這
酬
戸
ィ
字
欺
（
イ
・
言
語
）

梵
網
（
ハ
・
言
語
）

ハ
ン
リ
コ
グ
ラ

経

行

城

し
て
は
、
よ
み
に
宛
つ
べ
き
漢
字
を
示
し
た
も
の
で
第
二
次
で
あ
る
か
ら
、
他
の
注
記
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
用
字
法
に
関
す
る
注
記
と
呼
ぶ
の
は
、
次
の
よ
う
に
、
誤
用
・
俗
字
を
正
し
、
場
面
・
意
味
に
適
っ
た
用
字
法
を
示
す
た
め
の

781 (文67)



味
噌
（
イ
•
財
宝
）

イ
カ
キ

漉

策
籠

イ
レ
イ

迎
例
病

キ
IV

イ
ン
ゼ
ン

同
意
ノ
・
院
宣
宣
．

イ
チ
｀
‘
、

璽
兵
具
↓
．
一
味

ン
ユ
ク

一
縮

義

也

義

也

下

天
又
作
韓
（
イ
・
天
地
）

イ
ン
ト

井
垣
也

．
棘

竺

印
度

0

0

0

 

虚
（
イ
・
人
倫
）

イ
タ
カ

人

居
庶

3
 

l

類
義
・
同
義
関
係
に
よ
る
も
の

ィ
ハ
ダ
マ
ク
ノ
モ
ン
ン
ラ
ハ
タ

旗
轄
紋
白
旗
（
以
下
三
十
七
語
略
）

（
ハ
•
財
宝
）

内
包
的
な
定
義
（
上
位
概
念
に
よ
る
説
明
・
何
々
の
一
稲
、
と
言
う
型
）

海
藻
（
イ
・
草
木
）

之
外
延
的
な
定
義
（
要
素
列
挙
法
）

地
獄
・
蛾
鬼
・
畜
生
（
ロ
・
天
地
）

ロ
ク
タ
ウ

ヽ

脩
羅
・
人
・
天

ナ
道

牛
・
馬
・
羊
（
ロ
・
畜
生
）

テ
ク

大
・
難
・
家

六
畜
、

色
・
声
・
香
（
ロ
・
人
倫
）

ヂ
ン

眼
・
耳
．
鼻
・
舌
．
六
麿

コ
ン

父
•
母
・
兄
・
弟
．
六
根

ジ
ン

ブ

器

妻

・

子

身

・

意

味

・

触

・

法

ッ
ゥ

天
眼
通
・
天
耳
ー
•
他
ヽ
ぃ
ー
（
ロ
・
言
語
）

宿
住
ー
・
神
境
ー
・
漏
尽
ー

六
通

イ

チ

ピ

ン

曳

一

貫

ヲ

二
塁
ニ
ー
1
T
.

ハ

イ

ロ

キ

リ

フ

ナ

カ

ク

ロ

羽
色
切
部
・
中
黒
（
以
下
十
七
語
略
）
．

ロ
ン

|
．
倶
舎
ー
・
成
貨
ー

ホ
ッ
サ
ウ

法
相
宗
・
三
論

ハ
ッ
ジ
ウ

J

已
刀
律
ー
・
華
厳
ー
・
天
台
真
言
ー

イ

ソ

ク

十
二
年
ヲ
t

．
夷
則
七
月
（
イ
・
時
節
）

ィ
ッ
キ
一
紀
云
ニ
ー
ー
一
異
名

マ
ス

バ

ィ

増

一
倍
ギ
（
イ
・
数
量
）

義

（
ハ
・
言
語
）
等

足
（
ハ
•
財
宝
）

具
2
 
イ

・
天
地
）

ハ
ク
ラ
ク
テ
ン

ア
キ商
．
白
楽
天
肘
朝
(
‘
・
人
倫
）

パ

ウ

グ

ワ

ン

パ

ン

ジ

ュ

ッ

ケ

バ

ジ

ャ

ク

苗
曰

人

詩

人

ノ

門
跡
乏
．
晩
出
家
ィ
・
馬
借

奉
公
人

房

官

ニ
ョ
イ

佛
（
二
•
財
宝
）
等

‘具

如
意

ハ
ゞ
キ

硯
之

ハ

ウ

チ

ャ

ウ

バ

ナ

イ

贔

．

庖

丁

鱈

・

馬

9
．
胚
巾

イ
カ
リ

舷
（
イ
・
財
宝
）

具

定f
 

剛
雪
麟
・
緑
青
疇
（
ロ
・
財
宝
）

戸
嘉
．
隼
巴
噌
．
紅
〗
麟

ィ
ヌ
ィ

方
（
イ
・
天
地
）

角

乾

サ
ナ
キ
<
‘
、
コ
ト
ィ
サ
ナ
ミ
ノ
｀
‘
、
コ
ト

シ
コ
ク

男

女

ィ

喜

冨

・

伊

拝

諾

尊

車

伊

拝

再

尊

神

（

イ

・

人

倫

）

ゥ
↑

イー1

＾ ノ‘

t
ジ
ャ
ク
ノ

イ

イ

ギ

ス

・
蘭
腿
席
．
蔓

イ

チ

ハ

ッ

杜

若

一

八

ル

イ類

之

少

也

（文68)782 
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（口）

語
の
位
相
に
関
す
る
注
記

右
の
中
に
は
、
同
義
・
類
義
の
語
を
、
意
味
の
は
っ
き
り
し
な
い
語
の
説
明
に
用
い
る
の
で
は
な
く
、
知
的
興
味
の
故
に
記
し
た
も
の

ニワトリ

も
、
若
干
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
鶏
の
注
記
）
。

4
 
一
文
例
・
用
例
で
悟
ら
せ
る
法

ィ

三順
1
1
・
一
亨

1
ー

等

（

イ

・

数

量

）

雷

胃

尉

鳩

（

イ

・

言

語

）

鳳
ル
麟
．
印
旦
．
剛
鱈
（
ハ
・
言
語
）
等

故
事
・
来
歴
を
示
す
も
の

5
 
イ

雑
五
行
書
云
、
十
月
家
ノ
日

ィ
ノ
コ

食
レ
餅
、
令
二
人
無
病
―
云
々

家
子

越
王
雪
會

ス
・
4

ク
ハ
ヂ
ヲ

（
ハ
・
言
語
）

豆
日
趾
云
々

雪
＞
趾

臼
贔
（
ニ
・
人
倫
）
等

教
訓
ノ

イ
サ
ム
諌
意
也
（
イ
・
言
語
）

（
イ
・
時
節
）

ハ
ト
ノ
ツ
ェ
老
人
杖
頭
一
一
刻
二
鳩
ノ
形
↓
取
二
其
不

九
レ
喧
之
義
＿
也
、
鳩
ハ
不
喧
鳥
也

鳥

杖

（
夏
）
（
ニ
・
言
語
）

ニ
ン
ゲ
ン
パ
ン
ジ
サ
イ
ヲ
ウ
カ
ム
マ

の
注
略

人
間
萬
事
塞
翁
馬

ハ

チ

ポ

ク

パ

ウ

ュ

ウ

サ

ウ

ハ

ッ

カ

ク

サ

＼
木
認
・
忘
憂
草
萱
．
二
十
日
草
牡
丹
（
ハ
・
草
木
）

パ
ン
ジ
ャ
ク
大
バ
ン
ダ
ウ
ジ
ョ

草

也

・
伴
道
所
寺
之
（
ハ
・
天
地
）

J

石

盤
石

ハ

ウ

ク

ワ

ン

ハ

ヅ

サ

ッ

、

布
護
．
判
官
検
非
違
（
ハ
・
官
名
）
筈
剌
I
J
.

ハ

カ

セ

ハ

ジ

ン

パ

ウ

ジ

ハ

イ

ト

ゥ

ノ

カ

ミ

・
把
針
株
．
坊
士
人
夫
（
ハ
・
人
倫
）
準
人
正

ハ
ン
タ
モ
ノ
下女

衣

将

軍

使

尉

刀

陰
陽
．
半
物

士
也

博
士

、

ン

タ

ク

パ

イ

ヨ

ウ

パ

ク

タ

イ

バ

カ

ハ

ウ

ラ

ッ

ハ

ク

ジ

ャ

ゥ

‘

ピ

露

顕

．

巳

鼻

来

由

．

義

義

也

狼
藉
．
放
埓
不
嘗
ノ
・
白
状

義

意

也

多
．
馬
嫁

義

ハ
タ
ゴ
旅
ハ
ン
ニ
ャ
タ
ウ
酒
異
．
茫
宅
船
之
．
貝
葉
経
（
ハ
•
財
宝
）
莫
太

名

異

名

．
般
若
湯

食

旅
籠

ュ
フ

ニワトリ

ダ

ピ

ソ

ウ

鶏
日
本
云
二
木
綿
（
ニ
・
畜
類
）

ハ

ウ

ム

ル

ハ

ナ

ム

ケ

・

餞

虞

（

ハ

・

言

語

）

ッ

ケ

ト

リ

ト

行

付

鳥

一

也

伴
瞑
譴
．
葬
鱈
毘
．
贔

二諸
赤
土
（
二
•
財
宝
）

（
ハ
•
財
宝
）

町

鰐

．

轟

虹

（

ハ

．

誓

783 (文69,



b
 
a
 

IV 

語
・
注
記
の
収
集
範
囲
・
出
自
に
関
す
る
注
記

こ
の
注
記
は
、
実
は
黒
本
本
に
で
は
な
く
、
永
禄
二
年
本
類
に
見
え
る
所
の
八
朋
友

p
…
・
・
・
夫
婦

p
>な
ど
の
注
記
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
注
記
に
つ
い
て
は
、
山
田
忠
雄
氏
が
、
色
葉
字
類
抄
畳
字
門
と
の
関
係
を
説
か
れ
た
こ
と
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
、
若
干
の
例
を
示
し
な
が
ら
、
節
用
集
の
注
記
の
内
容
を
分
類
し
て
み
た
。
例
示
し
な
か
っ
た
が
、
二
種
以
上
の
内
容
を
含
む
注

記
も
存
す
る
こ
と
、
勿
論
で
あ
る
。
節
用
集
注
記
の
内
容
の
分
類
・
概
説
の
如
き
は
、
管
見
に
し
て
先
樅
あ
る
を
知
ら
ぬ
故
、
自
己
流
の

未
熟
な
も
の
な
が
ら
記
し
た
次
第
で
あ
る
。
右
に
記
し
た
一
端
か
ら
も
、
語
の
ど
ん
な
面
に
注
意
せ
ら
れ
た
か
が
お
よ
そ
窺
え
よ
う
。

本
稿
四
の

I
で
述
べ
た
よ
う
に
、
節
用
の
言
語
性
を
考
え
る
基
準
の
一
っ
と
し
て
、
語
の
収
集
範
囲
・
出
自
が
上
げ
ら
れ
る
。
が
、
出

典
注
記
が
無
い
場
合
は
語
の
出
自
を
確
か
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
し
、
よ
し
存
し
て
も
孫
引
き
の
可
能
性
が
あ
る
。
か
く
し
て
、
節
用
集

の
語
や
注
記
の
収
集
範
囲
・
出
自
を
確
か
め
る
こ
と
も
難
事
な
の
で
あ
る
が
、
或
程
度
の
見
通
し
は
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
早
く
に
そ
れ
を
網
羅
的
に
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
栢
本
進
吉
氏
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
の
八
節
用
集
編
輯
の
資
料
＞
八
節
用
集
諸

本
の
訂
補
資
料
＞
（
335ー

340
ペ
）
の
条
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
（
私
に
箇
条
書
き
し
、

a
b
c
等
を
施
す
）

下
学
集
は
原
本
当
初
か
ら
体
裁
上
に
影
響
を
与
え
、
多
く
の
語
及
び
注
記
を
節
用
集
に
提
供
し
た
。

い）
節
用
集
に
所
収
語
の
類
似
し
た
辞
書
の
中
、
温
故
知
新
書
・
運
歩
色
葉
集
・
撮
壌
集
な
ど
は
、
後
出
で
、
節
用
に
資
料
を
与
え
た

意
義
分
類
に
関
す
る
注
記

日
本
女
呼

ノ

ラ

グ

ゴ

CL
藪
匹
疇
・
供
御
レ
飯
云
ニ
ー
ー

イ
ン

俗
云
別
（
イ
・
天
地
）

宅
也

院

カレイス

日
本
俗
・
七
月
錮
―
（
イ
・
時
節
）

ィ
キ
ミ
タ
マ

生
父
母
で
H
々

生
見
玉

（
伊
京
集
）

語
の
位
相
に
関
す
る
注
記
も
見
ら
れ
る
。

斗
々
倭
国
ノ
小
児
女
以
ゼ
焦
ヲ
日
立
:
ぶ

ハ
詩
歌
ニ

ハ

ウ

ダ

イ

同

所
レ
言
也

放
題
・
傍
題
ー
ー

（
ハ
・
言
語
）
等

レ
イ
真
言
-
―
レ
イ

鈴
禅
僧
ニ
ハ

lil（
弘
治
二
年
本
）

御
子
ハ
ス
ス

```コ

,(文70)784 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



古本節用集注記孜（柏原）

h
 
g
 

f
 
e
 
c
 坤

・
時
候
、
食
服
の
門
名
は
衆
分
韻
略
に
倣
っ
た
も
の
か
。

な
ど
が
あ
る
。

注
記
に
お
け
る
「
壷
」
「
福
」
「
詞
林
」
は
書
名
で
あ
る
が
不
明
。
永
禄
二
年
本
類
の
八
朋
友

p
…
…
夫
婦

p
>な
ど
の
注
は
、
或

類
書
か
ら
引
い
た
も
の
ら
し
い
が
不
明
。

往
来
の
類
は
、
分
類
語
彙
の
体
を
な
す
に
至
っ
て
、
通
俗
辞
書
の
資
料
と
し
て
は
適
当
だ
っ
た
か
ら
、
節
用
も
こ
れ
を
資
料
と
し

た
で
あ
ろ
う
。

原
本
成
立
後
の
補
訂
に
も
諸
種
の
書
が
使
わ
れ
た
。
永
禄
二
年
本
類
が
下
学
集
に
よ
っ
て
増
補
し
た
事
実
は
顕
著
。
易
林
本
の
乾

明
衡
往
来
庭
訓
往
来
庭
注
（
庭
訓
往
来
の
註
で
あ
ら
う
）

尺
素
往
来

富
士
野
往
来

放
生
記

天
神
縁
起

万
葉
集

伊
勢
物
語
（
真
字
本
で
あ
ら
う
）

鹿
島
縁
起

古
文
真
宝
抄

論
語
抄

頓
医
抄

難
字
記

新
猿
楽
記

枕
草
紙
拾
遺
集

源
氏
物
語
千
鳥
抄

和
名
抄

河
海
抄
太
平
記
平
家
物
語

冗
苺
録

海

録

砕

事

事

林

広

記

鶴

林

玉

露

事

文

類

衆

太

平

御

覧

玉

篇

集

駒

韻

会

顔

府

釈

氏

要

覧

大

恵

書

中
州
集

白
氏
文
集
百
詠
注

筈
は
な
く
、
先
後
不
明
の
類
集
文
字
抄
も
関
係
の
存
否
は
疑
問
。

色
葉
字
類
抄
と
は
無
関
係
。

玉
篇
・
韻
会
・
韻
府
な
ど
当
時
盛
行
し
た
漢
字
辞
書
も
密
接
な
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
。

衆
分
韻
略
は
、
体
裁
上
の
影
響
は
大
と
し
て
も
語
の
影
響
は
不
明
。

節
用
の
編
纂
資
料
と
し
て
は
、
此
等
の
辞
書
類
よ
り
も
、
普
通
の
書
籍
が
多
く
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
弘
治
二
年
本
・
永

禄
十
一
年
本
・
永
禄
二
年
本
類
諸
本
等
に
は
、
注
記
の
中
に
種
々
の
引
用
書
名
が
あ
る
。
下
学
集
か
ら
の
孫
引
を
除
け
ば
、

東
波
石
鼓
歌元

亨
釈
書

三
体
詩

宜
竹
和
尚
日
渉
記

新
注
尚
書

新
校
点
礼
記

定
家
仮
名
遣

遊

仙

窟

臣

軌

西

陽

雑

俎

d
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で、

フ
ゾ
ア
テ

腰
充
嘗
イ

キ
ャ
ウ
ン
ヤ
ク

驚

尺

警

イ

プ
ン
ザ
イ

分
剤
斉
イ

コ
ミ
イ
ル

机
入
臥
ィ

ギ

ボ

ウ

シ

凝
法
師
珠
イ

？ 匝；ヽ
．、

ス、‘‘墨
硯
イ

尉
彗
一
本
ニ
ハ

シ
ャ
ク
ッ

影
子

杓

子

サ
ワ
ラ
鮪

鋸

イ

一
本
ニ
ハ
作

ク
ケ
チ

路

匿
地

ク
ワ
イ
ニ
ン

懐

妍

妊

イ

ャ
リ鎚
鑓
イ

フ
ス
ペ
瘤

瘤

イ

ク
ハ
ン
ザ
ウ

緩
草
萱
イ

ク

ド

ク

同

同

述
懐
意
一
本
ニ
ハ
迷
情
義

詢

認

口

説

催
促
使
也
一
本

ケ
ン
セ
キ

作
堅
責

譴

責

ツ
ル鋸
蝙
イ

甥
イ
妖
イ

ナ
ダ
鈍
能
イ

酎
9
鬱

糊

イ

膨

虞

和

櫨

イ

駅

喜

正

竺

知

作

島

ル
イ
サ

稲
茶
異
本

ヲ
メ
ヲ
メ

評

膵

イ

の
如
く
で
あ
る
。
梢
緻
な
考
察
で
あ
る
か
、
大
正
五
年
の
こ
と
と
て
、
そ
の
後
一
部
修
正
を
求
め
る
研
究
も
現
れ
た
。

C
.
g
に
つ
き
、

（注
20)

山
田
忠
雄
氏
が
永
禄
二
年
本
類
と
色
葉
字
類
抄
の
関
係
を
説
か
れ
た
。
又
、
筆
者
も
伊
京
集
と
名
義
抄
等
と
の
関
係
を
少
し
く
指
摘
し
た

（注
21)

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
本
節
用
集
の
語
の
収
集
範
囲
・
出
自
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
す
べ
き
点
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ

―
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
「
イ
・
異
本
・
一
本
」
お
よ
び
「
俗
云
等
」
の
注
記
を
取
り
上
け
て
考
察
し
て
行
く
。

ィ
・
異
本
、

カ
ン
ナ
キ

巫

覗

イ

『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
の
弘
治
二
年
本
（
印
度
本
類
）

処
々
に
一
本
異
本
な
ど
も
引
い
て
あ
る
」
と
あ
る
（
躙
噂
）
。

を
全
て
挙
げ
て
み
よ
う
。

イ

サ

ウ

ハ

ナ

ス

七

制

止

也

吐

雑

談

咄

イ

n

佑
イ

配
衣
ノ
ー

領
イ

ツ
ル
マ
キ

膝

藤

イ

ナ
イ
ン
ド
・
コ
ロ

乃
侍
所

内
イ

回

魚

以

上

書

礼

ク
ワ
イ
シ
ャ
ウ

ィ

返
報
之
書

回

章

左
博

ナ
マ
ジ
イ
ニ

愁
イ

慇

・
・
・
大
輔
・
・
・
卿
…
少
輔
以
上
唐
名
エ
部

ク
ナ
イ

一
本
云
司
農
尚
害
也
工
部
ハ
木
工
頭
唐
名

宮
内

ニ
ハ
交
衆
義
也

剛

配

諮

イ

町

記

喜

謬

義

エ
ビ
ス
胡
一
本
胡
夷

ッ
f
t

鶉

鶉

イ

一
本
ニ
ハ
役
行
者

エ
ン
ノ
ギ
ャ
ウ
ン
ヤ

役

行

者
功
イ

ジ
ン
ダ
ウ
ク
ワ
ウ
ゴ
ウ

市

イ

神

宮

皇

后将
軍
武
衛

ヒ
ャ
ウ
エ
ノ
カ
ミ

一
本
注
ニ
ハ
金
吾
将
軍

日
本
俗
衣
一
本
ノ
注
云
日
本
釣
詩
鉤
俗
衣
．
兵
衛
督

ジ
ッ

t
ク

掃
愁
箸
共
酒
異
名
也

十
徳

テ
ウ
レ
ン

調
錬
練
イ

ア
ワ
ピ
飽

抱

イ

一
本
一
ハ

ジ
ャ
ウ
ブ

将
粉

漿

粉
ヒ
ワ
鵜

懺

イ

カ
マ
ス
市
・
舒
イ

血
こ
一
本
ニ
ハ

黙
び
歴
芦

異
本
在
之

配
旬
要
器

タ
ッ
キ
錨

鐵

イ

ニ
キ
ビ
ピ

胞
廉
瘍
イ

ホ
ウ頬
挟
イ

ト
モ
カ
ク
モ

左
右
袖
ィ
本

主
誓
如
預
鬱
ハ
千
剣
破

レ
イ
リ

伶
利
利
根
義

悧
イ

楚
曽
イ
（
部
名
）

（イ）

リ
ア
ン
チ
ウ

忠
イ

李
安
仲

の
解
説
に
、
「
引
用
書
の
多
い
事
も
他
類
の
諸
本
に
見
な
い
所
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
因
ん
で
、
弘
治
二
年
本
に
お
け
る
「
イ
・
異
本
・
一
本
」
等
の
注
記

（文72)786 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



古本節用集注記孜（柏原）

レ
イ
リ

〔弘〕

悧
イ

．
伶
利

ナ
ン
ギ

・
難
儀
義
イ
〔
弘
〕

ウ
ト
ウ
ト
ン
ク
一
本
ニ
ハ
作
烏
〔
弘
〕

宅
々
々
敷

•
鳥
兎
敷
（兎）

一
本
ニ
ハ
作
〔
弘
〕

ク
ヶ
ヂ

路

・
匿
地

プ
ン
ザ
イ

・
分
剤
斉
イ
〔
弘
〕

分
斉
い
頬

vv八
明
＞
分
剤
』
”
:

匿
路
い
鰐

vv八
明
＞

匿
地
』
繁
〔
発
〕
〔
両
〕
〔
黒
〕

〔黒〕

0

0

 

烏
兎
々
々
敷
八
正
＞
八
伊
＞
八
明
＞

゜
難
義
八
正
＞
八
明
＞

難
儀
〔
永
〕
〔
亮
〕
〔
両
〕
〔
黒
〕

烏
兎
敷
〔
永
〕
〔
発
〕
〔
両
〕

。
〔
永
〕
〔
両
〕
〔
亮
〕

八
天
＞
八
鰻
＞

伶
悧
八
伊
＞
八
明
＞
伶
利

八
餞

VII鰻
頭
屋
刊
本
）

)‘ 
.
1
 
＇， 

〔
弘
〕
の
一
本
異
本
が
印
度
本
類
よ
り
伊
勢
本
類
の
方
に
関
係
が
深
い
例

〕
で
、
伊
勢
本
類
は
八

両
足
院
本
、
〔
黒
〕

II黒
本
本
、

八
正

VII正
宗
文
庫
本
、

本
類
は
〔

上
印
度
本
類
）
、

を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

右
の
注
記
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
字
面
・
語
釈
の
う
ち
、
若
干
の
例
外
を
除
け
ば
皆
、
黒
本
本
・
永
禄
二
年
本
•
発
空
本
・
両
足
院
本
（
以

正
宗
文
庫
本
・
文
明
本
・
伊
京
集
・
明
応
五
年
本
・
天
正
十
八
年
刊
本
・
鰻
頭
屋
刊
本
（
以
上
伊
勢
本
類
）
の
中
に
例

異
本
」
と
し
て
意
識
的
に
引
用
し
た
の
が
、
節
用
集
の
一
本

で
あ
っ
た
事
実
を
示
す
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

異
本
を
も
参
照
し
た
こ
と

は
、
右
の
如
き
事
実
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
所
で
あ
り
、
文
献
上
の
傍
証
と
し
て
は
、
岡
田
希
雄
氏
「
天
正
十
八
年
本
節
用
集
解
説
」

（
頭
譴
譴
誌
嘉
噂
冒
）
が
引
用
さ
れ
た
、
天
正
年
中
と
覚
し
き
吉
川
元
長
書
状
（
麟
講
昇
）
の
中
の
「
妥
に
も
本
（
噌

節
用
集
の
）
多
候
間
、
被
集
候
て
可
レ
被
レ
書
候
哉
」
と
言
う
文
句
が
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
語
っ
て
い
る
。

系
統
上
注
意
を
引
く
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
（
次
の
略
称
を
用
い
、
印
度

＞
で
は
さ
ん
で
示
す
。
〔
弘
〕

II弘
治
二
年
本
、
〔
永
〕
永
禄
二
年
本
、
公
元
〕

II尭
空
本
〔
両
〕

II

八
伊

VII伊
京
集
、
八
明

VII明
応
五
年
本
八
天

VII天
正
十
八
年
刊
本
、

な
お
、

弘
治
二
年
本
の
「
イ
・
一
本
・
異
本
」
注
記
の
中
、 節

用
集
の
書
写
者
が
唯
一
本
を
写
す
に
留
ら
ず
、

こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
「
イ
、

一本、

787 (文73)



ク
ハ
ン
ザ
ウ

．
緩
草
萱
イ
〔
弘
〕
〔
両
〕

一
本
作
l

-

烏
兎
々
々
敷

烏

兎

敷

叫
窓
愁
イ
〔
亮
・
両
〕

〔
黒
〕

畠

謬

麟

〔

黒

〕

巫
環
〔
黒
〕

〔
黒
〕

或
本
作

駆
芦

厭

)‘ 
.
1
 
.
1
 

9

9

 

秒
子
八
明
＞

酌
子
八
正
＞
八
伊
＞

〔
弘
〕
と
同
じ
「
一
本
・
異
本
」
注
記
を
も
つ
例
ー
印
度
本
類
ー

ノ
〔
弘
〕

ヘ
ス
一
本
二
、

作
レ
駆
芦

・
厭ル

イ
サ

．
梱
茶
異
本
〔
弘
〕
〔
永
〕
〔
尭
〕
（
〔
永
〕
は
異
本
二
）

カ
ン
ナ
キ

．
巫
親
イ
〔
弘
〕

要

器

〔

弘

〕

ョ
ウ
ギ

異
本
在
之

・
容
儀

ナ
マ
シ
イ
ニ

〔
弘
〕
〔
永
〕

愁
イ

．

慇
ラ
ッ
コ

・
瀬
虎
糊
バ
〔
弘
〕
〔
永
〕
〔
亮
〕
〔
両
〕

一
本
ニ
ハ
作
烏
〔
弘
〕

ウ
ト
ウ
L
'

シ
ク

宅
々
々
敷

・
烏
兎
敷

ヒ
ワ

・
鵜
戟
イ
〔
弘
〕

八
正
＞
八
伊
＞
島
〔
永
〕
〔
亮
〕

鵬

八

明

＞

眉

八

天

＞

一
本
ニ
ハ
〔
弘
〕

ジ
ャ
ク
シ

紡
子

．
杓
子

杓
子
八
天
＞
八
優
＞

（
〔
永
〕
〔
亮
〕
〔
黒
〕
は
こ
の
語
な
し
）

キ
ャ
ウ
シ
ャ
ク

．
驚
尺
苔
イ
〔
弘
〕

コ
ゾ
ア
テ

・
腰
充
嘗
イ
〔
弘
〕

八
正
＞
八
伊
＞

八
明
＞

腰
当

。警
策
八
伊
＞

也

驚
尺

〔
永
〕
〔
禿
〕
〔
黒
〕

八
明
＞
八
天
＞
八
餞
＞

驚
尺

腰
当
又
作
八
天
＞
腰
充
〔
永
〕
〔
甕
〕
〔
黒
〕

腰

充

八

鰻

＞
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古本節用集注記孜（柏原）

右
の
切
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
「
イ
・
一
本
・
異
本
」
注
記
が
、

カ

ン

ナ

キ

ョ

ウ

ギ

ウ

ト

ウ

ト

ッ

ク

ク

ナ

イ

「
厭
．
巫
・
容
儀
・
烏
兎
敷
•
宮
内
」
の
如
き
は
、
印
度
本
第
一
類
弘
治
二
年
本
類
同
士
の
例
で
あ
る
。

本
の
「
イ
・
一
本
・
異
本
」
注
記
は
、
漢
字
や
注
文
を
節
用
集
の
異
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
伊
京
集
二
蜘
鵡
町
）
は
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
に
、
「
伊
京
集
に
あ
っ
て
天
正
二
十
年
本
に
無
い
諸
語
は
、
伊
京
集
に
於

て
も
大
概
各
門
の
終
に
在
り
、
且
、
其
の
多
く
は
天
正
二
十
年
本
以
外
の
諸
本
に
も
見
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
明
に
伊
京
集
に
於
け
る

増
補
と
認
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、
（
伺
濃
＼
。
ヽ
）
「
イ
ホ
ト
ス
ワ
カ
タ
ツ
ウ
ク
ヤ
コ
ア
シ
ヒ
」
各
部
の
畜
類
門
の
終
と
、
イ
部
草
木
門
の
終

に
、
語
の
左
下
に
「
イ
・
イ
ニ
」
と
注
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
橋
本
氏
の
言
の
如
く
、
多
く
は
節
用
集
諸
本
に
見
え
な

い
。
「
類
衆
名
義
抄
」
に
見
え
る
も
の
が
若
干
あ
る
よ
う
だ
が
、
出
自
の
分
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
記
し
て
後
考
を
期
す
。

「
俗
云
」
等

注
記
の
中
に
「
俗
・
倭
俗
・
日
本
俗
・
世
俗
・
俗
間
・
和
国
俗
」
「
世
話
・
俗
語
」
の
よ
う
に
注
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
例

は
、
八
正
宗
文
庫
本
・
伊
京
集
・
明
応
本
、
（
以
上
伊
勢
本
）
黒
本
本
・
弘
治
二
年
本
・
永
禄
二
年
本
（
詞
度
）
．
易
林
本
（
碑
）
＞
を
重
ね
合

わ
せ
た
場
合
、
約
―

-
0例
を
数
え
る
。
「
俗
」
と
言
え
ば
、
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
以
来
、
節
用
集
は
、
通
俗
辞
書
と
呼
ば
れ
、
「
書

（注
22)

簡
や
文
書
に
常
に
用
い
る
語
を
集
め
た
も
の
で
…
…
室
町
時
代
に
普
通
に
用
い
ら
れ
た
俗
語
の
類
を
多
く
収
め
て
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。

「
俗
云
」
が
常
用
語
・
俗
語
を
出
典
と
す
る
事
を
示
す
と
言
え
よ
う
か
。
「
俗
」
と
言
う
語
に
は
種
々
の
意
味
が
存
す
る
が
、
此
所
で
は

大
概
「
世
間
一
般
」
と
換
言
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
（
麟
碩
此
い
い
て
）
。
但
し
、
伝
承
注
記
の
問
題
が
あ
る
事
、
後
述
す
る
。

以
下
に
実
例
を
示
す
が
、

前
い
項
に
お
け
る
書
名
略
号
一

一
に
（
易
）
1
1
易
林
本
を
追
加

る。

（口）

内
容
に
よ
っ
て
、

（
中
略
）
唐
名
エ
部

ク
ナ
イ

一
本
云
司
農
尚
書
也
工
部
ハ
木
工
頭
唐
名

•
宮
内

〔
弘
〕
〔
黒
〕

と
か

以
上
の
よ
う
に
、

弘
治
二
年

田
語
彙
に
関
す
る
も
の
、
向
表
記
・
漠
字
の
音
訓
に
関
す
る
も
の
、
向
そ
の
他
に
分
け

印
度
本
類
内
部
で
共
通
に
伝
承
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

特
に
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x
見

記

轟

俗

八

伊

＞

八

明

＞

氏
倭
俗

ト
ッ
コ
リ
ジ
ュ

八
明
＞

乙語

X
年
寄
血 起
於
園
薬
而

ヘ
タ

日
本
世
話

0
下
手

〔
永
〕

〇
牡
丹
花
王
也
日
本
俗
云
[
-
十
日
草
T

（略）

〔
永
〕

〇
尉
ェ
詩
歌
誓
口
也

日
本
俗
或
―
H
二
放
埓
人
―

〔
永
〕

亦
蔀
辮
状
而
極
小
・
亦
可
種
之
云
々
・
蔀
為

r、
K
J

ニ
ウ
｀
‘
‘

大
蒜
．
云
為
小
蒜
・
倭
俗
所
謂
葱
砕
也

△
乳
味

ク
チ
ス
ナ
ミ
ニ

ニ
ン
ゲ
ン
バ
ン
ジ
サ
イ
ヲ
ウ
カ
ム
マ

〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

（
中
略
）
世
俗
ノ
ロ
号
吟
翌
凸
句
-

媒
云
勺
無
レ
意
口
哉

0
人

間

萬

事

塞

翁

馬

こ

日

本

之

倭

俗

八

伊

＞

ッ
ク
、
ナ
ヲ

世
話
之

八
正
＞

世
話
欺

0
突
＞
鼻

x
凱
虞
〔
弘
〕
〔
永
〕

x
町
島
麟
麟
八
伊
＞

（
、
語
彙
に
関
す
る
も
の

俗
云
別
〔
弘
〕
〔
黒
〕
〔
永
〕

イ
ン

宅
也

x
院イ

ウ

ッ

ケ

i
9
鶏
名
日
本
〔
弘
〕

俗
号
ー
ー

0
木
綿
付
鳥

世
八
明
＞

語

ク
チ
ス
ナ
ミ
ニ

八
伊
＞

？
ィ
オ
ウ
カ
＃
（
中
略
）
世
俗
口
号

云
ク
人
間
万
事
ー
ー
ー

塞

翁

馬

（文76)790 
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古本節用集注記孜（柏原）

車
具
之
或
倭
俗
謂
ニ

リ
ン

衣
頸
畏
一
日
レ
ー
也

〇
輪

西

カハヤ
浄

〇

厠

俗
言

カ
ホ
ト
リ

八
明
＞

鴛
鴛

x白
2
烏

八
伊
＞

十
月
異
名
日
本
世

カ
ミ
ナ
ヅ
キ
俗
呼
日
神
元
月

x
陽

月

依
云
を
〔
永
〕

倭
二
云
と
す

八
伊
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

（易）

倭
俗
を
日
本
俗
〔
永
〕

と
す
る
外
同
上

八
伊
＞

古
買
切
を
古
買
反
〔
永
〕

倭
俗
を
日
本
俗
と
す

杖
也
古
買
切
倭
俗
呼
二
八
伊
＞

ワ
ウ
コ

撞
レ
物
杖
三
台
ー
也

〇

拐

（
神
宮
皇
后
の
故
事
、
略
）

ワ
イ
ダ
テ

従
レ
此
倭
俗
例
以
為
レ
ー
ー

①
脇
楯

（略）

従
レ
此
日
本
俗
例
ぷ
以
為
二
武
士
1
|
T
也

ス

即
東
司
之
悠
倭
俗
巴
訓
呼
相
呼
似
一
一
八
伊
＞

呼
レ
ー
云
二
高
野
面
区
咲
也
一
山
河
屋
卜
云

俗
日
（
易
）

カ
ト
リ
鴛

鴛

貝
蔦カレ
イ

（
中
略
）
倭
名
ヌ
加
良
衣
〔
弘
〕

カ
レ
イ

俗
加
列
卜
云
也

△
王
餘
魚

加
列
を
〔
永
〕

加
例
と
す

x
記
配
大
根
也
一
名
突
俗
呼
二
雹
八
伊
＞

英
ー
（
略
）

〔
永
〕

ソ
ウ
ヅ
驚
四
鳥
ヲ
物
也
揚
レ
米
器
也
又
備
中
湯
川
寺

玄
賓
ー
ー
始
盃
坦
焉
故
ー
一
世
俗
名
之
謂
ー
ー

〇
僧
都

0

0

 

ー
ー
大
根
也

一
名
葵
俗
雹
莫

菜
股
又
作

〇

配

贔

疇

瓢

―

八

伊

＞

ネ

n
似
虎
柊
世
俗
呼
日
二
於
兎
T

〇
猫
…
…
…
…

本
草
云
異
名
ハ
南
畑
俗
謂
之
南
天
畑
〔
弘
〕

ナ
ン
テ
ン

依
云
南
天
竺
恐
非
也

0
南
天

〔
弘
〕

〔
永
〕

（
略
）
日
本
俗
説
云
羊
ノ
性
ハ
至
孝
ナ
リ
見
二
此
花
苓
而
赤
↓
以
為
唸
母
ノ
乳
フ
サ
ト

〇
瑯
躙
ー
ー
折
籐
而
慾
飲
レ
之
、
故
云
ニ
ー
ー
花
↓
也
云
々

〔
永
〕
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ァ

ザ

レ

倭

俗

連

八

伊

＞

日

本

俗

歌

所

レ

言

連

班

所

云

0
回

島

〔
永
〕

〔
亮
〕

デ

ィ

倭

俗

座

敷

也

倭

俗

を

〔

黒

〕

〔

弘

〕

〔

永

〕

日
本
俗
と
す

X
出

摺

八

伊

＞

日
本
俗
呼
＞
病

ク
ハ
ン
ラ
ク

云
ー
—

x
歓

楽
日
本
世
話

ヤ
マ
ガ
ッ

八
伊
＞

山
人
之
義
也

0
山

賎

日
本
俗
不
レ
飲
レ

ゲ

コ

酒
云
ニ
ー
ー
＿
也

△
下
戸

八
伊
＞

フ
リ
ゥ
日
本
ン
俗
語
二
呼

拍
子
物
↓
日
ニ
ー
ー
一

0
風

流

八
伊
＞

0

0

 

フ
カ
ウ
ー
ー
者
其
子
子
随
二
順
父
母
之
會
也
倭
俗

0
不
孝
以
ー
ー
ニ
字
↓
為
二
勘
嘗
ノ
羹
似
レ
元
二
其
理
砿
f

八
伊
＞

コ
v
ャ
ゥ
倭
俗
呼
レ
児

x
小

性

呈
I
|
T
也

日
本
世
俗
〔
黒
〕
〔
弘
〕

云
二
山
人
―

〔
弘
〕

ク
コ
ン
日
本
世
話
呼
＞
酒
ヲ
日

1
|
T
三
々
九
義
也

0
九
献

（易）

ラ
ク
サ
ダ
日
本
ノ
俗
残
杯
冷
灸

為
ニ
ー
1
T

0
落

索

〇
均
町
世
話

八
伊
＞

ウ
ッ
ロ
倭
俗
呼
―
―
其

方
内
↓
云
レ
ー

x
洞クレ

〇
梼
日
本
俗
呼
二
葺
乙
詈
板
―
為
レ
ー

八
伊
＞

〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

〔
永
〕

日
本
〔
弘
〕

世
俗 （易）

日
本
俗
不
レ
飲
レ
酒
者

謂
乏
1
|
-

日
本
俗
呼
ニ

拍
子
物
↓
云
ニ
ー
ー
一

〔
黒
〕
〔
永
〕

〔
黒
〕
〔
弘
〕
（
踪
〕
は
拍
物
）

日
本
俗
〔
永
〕

云
レ
山
人

（文78)792 
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古本節用集注記孜（柏原）

倭

俗

呼

二

後

園

八

伊

＞

之
戸
云
望
ー
ー
＿
也

日
本
民
呼
二
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

後
園
―
云
ー
1

｀
患
I
I—
二
細
木
→
日
八
伊
＞
暉
蒻
と
す
〔
黒
〕
〔
弘
〕
（
易
）

〔
弘
〕

云
を
日
〔
弘
〕

と
す

△
翫
刷
酒
器
也
日
本
世
話
ー
ー
文
章
卜
云
是
也
八
明
＞
〔
弘
〕
（
易
）

烏
ー
ー
蓋

ア

サ

ル

日
本
世
話
欺

〇
求
食

x
町
紀
日
本
世
話

ミ
ソ
サ
ン
ザ
ィ
小
鳥
也
此
鳥
栖
レ
溝
ニ
ニ
歳
也

①
鶴
鶴
芭
倭
俗
呼
二
溝
三
歳
T
者
也

就
レ
酒
世
話
―
-

ゴ

云
ニ
ー
—
下
ー
一

△
上
戸

八
伊
＞

x
巴
嘉
彗
〔
黒
〕
〔
弘
〕
（
嬬
は
之
）

倭
俗
呼
二
潔

シャウジン
斉
一
云
ニ
ー
ー
一
也

x

緒
~
進倭

俗
呼
成
就
日
ー
ー

ガ
ン

0
入
眼

日
本
俗
呼
ニ

ピ

プ

ツ

魚
肉
己
ビ
ー
ー
一

x
美
物

後
園
也
八
明
＞

セ

ド

民
俗
云

△
背
戸

八
伊
＞

八
伊
＞

八
伊
＞
〔
弘
〕
〔
黒
〕

〔
弘
〕

八
伊
＞

x
配
年
ぶ
麟
疇
〔
弘
〕

キ
ャ
ウ
セ
イ
俗
語
呼
二
運

上
―
日
ニ
ー
ー
一

x
京

成

八
伊
＞
八
明
＞

ー
レ
ー
謂
之
ヲ
I

I
也、

蓋
日
本
世
話
欺
…
…

杞
釦
鳥
ル

日
本
世
話
を
八
伊
＞

倭
俗
世
話
と
す

〔
永
〕

日
本
俗
〔
永
〕

語
と
す
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島

配

翠

琶

酵

＾

明

＞

畠
町
鰭
噂
斡
芝
＾
伊
＞
譴
藝
と
す
〔
弘
〕

黛
贔
碑
＾
明
＞

同雲
胎
俗

イ
ロ

n

八
明
＞

用
之

△
鱗

俗
用
之
但
此
字

イ
ロ
コ

〔黒〕

人
名
也
鱗
同

雲
胎

怠
ぶ
曙
慣

マ
ナ
リ
カ
ヲ
ナ
シ

ヲ

デ

ィ

日
本
＾
正
＞
八
明
＞
〔
弘
〕
〔
永
〕

俗
座

X
御
出
居

＾
伊
＞

0
距
筍
却
鱈
誌
碑
〔
黒
〕
〔
弘
〕

多
義
世

A
伊
＞

セ
イ
セ
イ

話
用
＞
之

△
済
々

俗
之
〔
黒
〕
〔
永
〕

奥
室

△
叫
配
麟
謡
帽
＾
正
＞

△
年
ぶ
嗜
＾
伊
＞

但
~
表
記
・
漢
字
の
音
訓
に
関
す
る
も
の

ィ
ッ
ス
イ
ノ
ュ
メ
倭
俗
推
量
メ

A
伊
＞
は
推
量
姜
推
量
こ
2

一

0
一
炊
夢
悠
作
睡
非
之
＾
正
＞
＾
伊
＞
（
非
之
を
辟
案
之
と
す

ふ
マ
配
鳥
乞
咋
疇
ュ
＾
伊
＞
剛
勾
苺
5
晶
塁
＾
明
＞ 帳“嗜（易）

闘
＾
伊
＞
蝕
虹
冨
黒
〕

座
は
座
）

（
敷
の
誤
か
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古本節用集注記孜（柏原）

又
作
剣
俗

ケ
ン

作
剣
非
也

〇
剣

〔
弘
〕

（
略
）
日
完
俗
屈
ヲ
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

ク
ッ
シ
ャ
ウ
作
レ
窟
・
堀
皆
誤

〇

屈

請
俗

（
ク
サ
リ
）

用

x
依

革

〔
弘
〕

ウ
ッ
ラ
（
略
）

俗
為
鶉
大
誤

〇

鶉

〔
弘
〕

ム
コ

聟
世
俗
八
正
＞

常
用
レ
之

〇
婿

世
俗
用
之
八
明
＞

大
非
欺

世
俗
用
八
正
＞
八
伊
＞
八
明
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

ハ
ッ
ヲ

此
ノ
字

x
初

尾
俗
用
〔
弘
〕

、
タ
ゴ

旅
竜

x
筵

（籠）
倭

俗

作

八

伊

＞

ホウクワ

〇
蜂
火
筈
誤
欺

世
俗
用
二
此
八
伊
＞

チ
ウ
サ
ク

字
＿
大
非
之

△
中
作

俗
用
二
此
字
―
〔
黒
〕
〔
弘
〕

大
―
―
非
之

（
略
）
日
本
ノ
俗
或
作
競
八
正
＞
八
伊
＞
八
明
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕
（
易
）

ヌ
エ

（
後
略
）

x
鶴

俗
常
用
八
伊
＞
八
明
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕
俗
常
八
正
＞

ヲ
ン
ダ
ラ
シ

X

御

弓

此

字

用

之

ふ

即

撃

戸

這

八

正

＞

麟

麟

八

伊

＞

八

明

＞

（

虹

麟

lcVは
常
）
応
剛
麟
賃
謬
〔
弘
〕
〔
永
〕

ツ
ル
ペ
世
俗
用
此
字
八
伊
＞
世
俗
用
此
ー
ー
字
八
明
＞
世
俗
常
用
二
〔
黒
〕
〔
永
〕
（
年
鐸
↑
は
常
）

△

釣

瓶

齊

倭

字

欺

倭

字

欺

此

字

―

非

之

世
俗
常
八
伊
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

ム
コ

用
二
此
字
―

聟

皇
＞
は
作
を
欠
く
）

（
（
易
）
は
或
を
欠
く

795 (文81)



八
訓
・
訓
義
＞

リ
ウ
ー
儀
ー
者

①
竪
リ
ッ

日
本
世
俗
此
二
字
八
正
＞
八
伊
＞
八
明
＞

カ

ヂ

呼
作
俵
治
声
大
誤

〇
鍛
冶

A
明
＞
は
）

（
呼
な
し

（家）

〔
永
〕

竪
辛
日
主
也
、
然
日
本
俗
教
宗

呼
為
レ
立
音
大
誤
歎

△
贔
詞
（
易
）

0
翌

右

＝

屈

碍

謬

這

鱈

紐

＾

伊

＞

又

叫

田

イ

麟

叫

（

易

）

A
字
音
＞

ョ
ロ
ヒ
同
同
三
字
義
同
日
本
俗

カ
フ
ト

呼
J

甲
為
二
胄
読
一
大
誤
歎

〇

鎧

鋸

甲

八
伊
＞
〔
弘
〕
〔
永
〕

〔
黒
〕

(CL
油
断
麟
ぽ
之
遊
端
靡
遠
之

日
本
俗
作
レ
棲
（
後
略
）

0
厨
（
略
）

合
＞
は
）

（
倭
俗 日

本
世
俗
読
二
此
二
字
ー
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

作
二
俵
治
音
一
大
誤
之

ふ

名

ぷ

嗜

誌

八

伊

＞

〔

黒

〕

〔

弘

只

永

〕

（

鍔

晶

款

鷺

）

(
A伊
＞
は
日
本
俗
）

を
倭
俗
と
す

（
略
）
日
本
世
俗
日
此
字

A
伊
＞
八
明
＞

ユ

ガ

ケ

説
多
但
有
口
博
云
々

△
決
拾
ュ

タ

ン

同

x
油

断

僧

弓

断

俗

〔
永
〕

ロ

湯
殿
也
倭
俗
作
レ
炉
大
非
也
八
伊
＞

フ

盆略）

0
風
呂

扉
蒻
疇
二
其
字
―
〔
弘
只
永
只
黒
〕
（
土
顎
頃
）

弓
断
麟
竺
＾
伊
＞
）

（文82)796 
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、1
,

•1 
.
1
 
・
1
，
ー
、

倭
俗
五
月
五
日

イ
ン
ヂ

戯
闘
諄

x
因
地
そ
の
他

八
正
＞
八
伊
＞

キ

日
本
所
謂
山
吹
是
也
•
…
•
•
日
本
俗

ヤ
マ
プ

呼
二
歎
冬
―
謂
―
山
吹
―
誤
也
歎
冬
蕗
也

〇
醗
醸

（
略
）
俗
偕
ノ
字
作
ニ

ャ

ト

フ

同

熟
読
―
非
也

0
情

雇

八
伊
＞

八
伊
＞
〔
弘
〕
〔
永
〕

フ
キ
ノ
タ
ゥ
倭
俗
云
ニ

x
歎
冬
山
吹
T
也

罰
餌
日
世
俗
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕
八
明

>
(
~
!
2
:
!
:
~
t

俗
）

〔
永
〕

〔
永
〕

僻
俗
云
二
〔
黒
〕

山
吹
麟
之

〔
永
〕

八
伊
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕
（
喜
麟
〕
は
）

ッラッラ

日
本
ノ
世
俗
呼
レ
偕
ノ
字
ヲ
作
二
熟
之

読
↓
不
品
毎
レ
其
意
可
レ
検
レ
之

ゾ
ヂ
人
座
又
日
本
俗
〔
永
〕

為
二
車
之
具
―

〇
楊ン

ラ
ン
ニ
共
香
草
可
レ
貴
也
、
然
日
本
俗
呼
レ
ー

0
芝
蘭
為
三
原
野
短
芭
者
不
品
夜
其
理
ヲ
乎

記
（
聾
は
略
）

（
〔
黒
〕
は
ニ
・
即
）

を
欠
く

此
二
字
即
尊
敬
之
義
也
、
然
日
本
ノ
俗
ノ
状
―
-
〔
弘
〕
〔
永
〕
〔
黒
〕

ジ
ョ
サ
イ

云
不
存
二
如
在
エ
仝
失
二
正
理

〇
如
在

キレ

八
伊
＞

ツ
ィ
ー
木
ノ
断
也
然
ヲ
倭
俗
呼
ニ

シ
ィ
ト

果
子
云
ば
—
不
に
知
レ
拠
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ヲ

〇
椎

世
俗
因
l

字
形
似
相
―
呼
レ
瀬
作
レ
漱
読
大
誤
也

〇
モ
町
凋
錮
（
略
）

勿
字
無
之
・
勿
体
二
字
即
無
正
体
義
也
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕
（
易
）
八
伊
＞
八
明
＞

ナ
ン
モ
ッ
タ
イ
然
日
本
俗
語
云
無
レ
勿
体
者
大
失
正
理

0
無

勿

体

（
日
本
俗
語
を
八
伊
＞
は
倭
俗
書
状
、
八
明
＞
は
日
本
話
と
し
、
）

大
失
正
理
を
〔
黒
〕
は
誤
欺
と
す
る
。
八
伊
＞
は
勿
体
。

二
字
義
同
也
日
本
八
正
＞
八
伊
＞
八
明
＞

ナ

マ

ツ

同

ト
云

占應
俗
鮎
ヲ
ア
イ

△

鯰

八
正
＞
は
）

（
ァ
イ
ノ
魚

〔
永
〕

797 (文83)



カ
レ
イ
ス
ル

八
正
＞
八
明
＞

ィ
キ
ミ
ク
ロ
倭
俗
七
月
餡
―

生
父
母
一
云
I
I
I

x
生
見
王

ィ
ヌ
ヲ
モ
ノ
（
略
）
後
デ
的
成
ビ
日
狐
害
レ
人

惟
多
、
時
俗
欲
レ
駆
レ
之

〇
犬
追
者

ハ
グ
ロ
げ
山
海
経
云
東
海
有
黒
歯
国
其
俗
婦
人
歯
悉
八
明
＞
（
易
）

x
歯
黒
黒
染

t
モ
エ

x
巳
俗
衣
ノ
紋

倭
俗
七
タ
ニ

カ
ヂ

書
和
歌

0
梶

俗

カタギヌ
衣

△
肩
衣

〔
黒
〕
〔
弘
〕

タ
ノ
モ
:
日
本
世
俗
出
少
銭
八
明
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕
（

Srs認
厨
は
）

取
多
銭

〇
憑
母
子俗

家

ダイシャ
所
レ
用

△
題
者

俗

ヅ
ジ
ョ
ノ
カ
ミ
官

△

圏

書

頭
俗

ト
ヲ
サ
プ
ラ
ヒ
居

x
遠

侍

八
伊
＞
八
明
＞
〔
弘
〕
〔
永
〕

八
正
＞
〔
弘
〕

八
伊
＞

八
正
＞
八
伊
＞

ネ
ノ
ピ
（
略
）
和
国
俗
所
用
之
〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕

子
日
松
出
於
此
欺

x
子

日
プ
ジ
？
（
略
）
此
山
之
神
女
体
ー
フ
而
心
欲

笠
男
士
云
竺
世
俗
祝
ぷ
労
名
—
ー
ー
也

〇
冨
士
山

キ
ジ
ン
ダ
イ
フ
始
旦
紀
新
大
夫
一
作
品
名
時
鬼
神
出
来
盃
翌
鎚
ヲ

〇
鬼
神
大
夫
慈
世
俗
呼
テ
旦
＿
鬼
神
大
夫
一
也

〔
弘
〕

（
或
は
語
彙
に
関
す
る
）

注
と
考
う
べ
き
か

〔
弘
〕
は
）

（
書
歌

〔
永
〕

〔
永
〗
〕

（易） 八
明
＞
は
東
海
を
欠
く
一

（
（
易
）
は
歯
海
経
と
す

八
明
＞
〔
黒
〕
は
日
本
俗
）

〔
黒
〕
〔
弘
〕
〔
永
〕
（
〔
弘
〕
〔
永
〕
は
日
本
世
俗

（文84)798 
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古本節用集注記孜（柏原）

照）。 畠
応
疇
雲
肯
阿
用
也
八
伊
＞
〔
弘
〕
〔
永
〕
（
犀
鱈
年
澤
〕
は
）

〇
冠
釦
餌
認
八
伊
＞
八
明
＞
〔
黒
〕
〔
弘
〕

セ
イ
フ
（
略
）
世
俗
愚
此
ノ
血
以
院
銭
〔
永
〕

則
其
銭
多
生
子
（
略
）

0
青
峡

x
菜
囮
且
辱
麟
八
伊
＞
八
明
＞
〔
弘
〕
（
給
Vv匹
嗜
）

り

以
上
、
国
語
彙

1157
例
、
向
表
記
・
音
訓

1140
例
、
社
そ
の
他

1118
例
で
あ
る
。
節
用
集
が
漠
字
を
求
め
る
辞
書
で
あ
る
事
実
に
見
合
っ

て
、
飼
、
即
、
漢
字
の
正
し
い
用
法
を
知
ら
し
め
る
た
め
の
注
記
も
多
い
。
が
、
そ
れ
以
上
に
語
彙
に
関
す
る
も
の

mが
多
く
、
節
用
集

は
通
俗
の
語
を
多
く
集
め
て
い
る
、
と
の
先
学
の
見
解
を
裏
付
け
る
事
実
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
右
の
例
の
う
ち
、
頭
部
に

0
印
を
付
し
た
の
は
「
下
翌
閂
]
に
語
・
注
記
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
（
吟
雷
国
戸
鱈
繹
此
燻
9
X⑫

節
用
集
の
「
俗
」
注
記
の
全
て
が
節
用
集
作
者
自
身
の
判
定

贔
集
に
そ
の
語
無
き
も
の
、

eは
節
用
集
が
下
）
。
そ
の
数
半
分
程
で
あ
っ
て
、

学
集
の
注
記
に
「
俗
」
字
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る

（
鱈
乃
）
に
か
か
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

△
x
①
印
も
、

そ
こ
に
節
用
集
作
者
の
価
値
判
断
が
関
与
し
な
い
と
は
、

日
本
〔
黒
〕
〔
永
〕

俗
衣
之

孫
引
で
な
い
と
確
か
に
は
保
証
し
難
い
。

下
学
集
の
注
記
を
取
り
来
る
に
し
て
も
、

ら、

0
△
XCD印
全
体
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
は
節
用
集
の
時
代
に
は
「
俗
」
と
判
定
さ
れ
得
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
因
み
に
、
前
代

の
色
葉
字
類
抄
に
も
「
俗
」
注
記
が
多
数
存
す
る
け
れ
ど
も
、
節
用
集
の
そ
れ
と
は
一
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
細
か
に
見
て
行
け
ば
「
倭
」
と
「
日
本
」
の
別
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
傾
向
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
が
、
今
は
触
れ
な
い
（
実
例
参

考
え
難
い
か
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①
体
裁
切
排
列
法

回
語
と
注
記
の
外
形
的
関
係

八
筆
者
の
基
準
＞

大
修
館
『
講
座
固
語
史
3
.
）

ー
、
吉
田
金
彦
「
辞
書
の
歴
史
」
（
語
彙
史
」
所
収
。
四
一
五
頁

2
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
存
し
た
節
用
集
の
中
、
炭
長
以
前
の
も
の
を
古
本
節
用
集
と
呼
ぶ
。
ほ
と
ん
ど
写
本
で
万
十
種
近
い
異
本
が
在

り
、
冒
頭
の
語
で
、
伊
勢
本
•
印
度
本
・
乾
本
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
、
「
国
語
の
意
義
を
知
る
為
の
も
の
で
は
な
く
、
訓
又
は
音
か

三
0
ニ

3
、
橋
本
進
吉
「
古
本
節
用
集
の
研
究
』
の
八
伊
呂
波
字
類
抄
の
性
質
＞
の
条
ー

頁

ら
、
之
に
当
る
漢
字
を
索
め
る
為
の
も
の
で
あ
っ
て
、
漠
字
の
下
に
意
義
を
註
し
た
の
は
、
主
と
し
て
同
訓
異
字
を
分
つ
為
、
之
に
音
を
註
し
た
の

は
、
索
め
出
し
た
字
を
用
ゐ
る
時
の
便
宜
の
為
で
あ
る
」
と
あ
る
。
か
か
る
注
記
の
従
属
性
は
節
用
集
も
同
様
で
、
右
は
本
質
的
な
指
摘
で
あ
る
け
れ

ど
、
簡
に
過
ぎ
る
。
且
つ
、
節
用
と
字
類
抄
で
は
意
義
注
記
の
役
割
が
異
な
る
等
、
猶
考
察
す
べ
き
点
が
存
す
る
。

4
、
対
比
的
に
示
せ
ば

注

節
用
集
の
注
記
は
、

五

結

語

①
体
裁
か
ら
見
た
分
類

（
回
の
該
当
項
な
し
）

仮
名
（
応
）
・
漢
字
戸
）
に
対
し
て
三
次
的
な
る
が
故
に
、

持
ち
、
精
粗
長
短
に
は
変
遷
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
諸
本
の
系
統
と
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
馴
“
]
饂
炉
認
茫
遠
5
這
謬
ソ
↓~-0~~) 

以
上
概
説
め
い
た
こ
と
を
試
み
た
が
、
細
か
に
見
れ
ば
、
注
記
の
漠
文
を
正
確
に
読
解
す
る
こ
と
な
ど
残
さ
れ
た
間
題
も
多
か
ろ
う
。

言
語
・
文
化
の
研
究
資
料
と
し
て
節
用
集
注
記
を
参
看
す
る
場
合
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
記
の
出
典
に
意
を
用
う
べ
し
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る。

八
梱
本
進
吉
の
分
類
＞

書
写
・
改
訂
者
の
欲
求
の
ま
に
ま
に
、

D
 
D
 
B
 
ノヽ6
 
8
 
文

多

様

な

内

容

を

（

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



古本節用集注記孜（柏原）

三

0
ニ

5
、
橋
本
進
吉
、
注
3
の
書
勿
論
、
書
写
の
能
率
上
、
漢
字
ば
か
り
先
に
書
い
て
、
時
間
の
都
合
な
ど
に
よ
っ
て
仮
名
が
零
表
記
と
な
る
場
合
も

頁。

あ
る
（
玉
里
文
庫
本
、
ミ
部
言
語
門
以
下
な
ど
）
。
そ
の
場
合
で
も
、
原
則
と
し
て
書
写
者
は
、
仮
名
を
「
知
っ
て
」
い
て
、
伊
呂
波
引
き
で
き
る
の

で
あ
る
。

6
、
「
語
」
と
は
「
漢
字
」
と
右
傍
の
「
仮
名
」
と
を
包
含
し
た
称
ら
し
い
。
「
語
」
と
あ
れ
ば
、
よ
み
の
こ
と
で
「
仮
名
」
と
事
実
上
一
致
す
る
。

7
、
注
記
は
稀
に
仮
名
よ
り
右
の
位
置
に
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

8
、
和
名
抄
・
名
義
抄
・
字
鏡
集
な
ど
皆
同
断
。

一頁。

9
、
中
田
祝
夫
『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
・
索
引
篇
』
の
「
印
度
本
節
用
集
四
種
総
合
索
引
の
た
め
に
」

F
几
又

チ
ャ
ウ
ダ
イ

1
0、
例
え
ば
「
帳
台
」
に
対
す
る
「
俗
奥
室
」
の
注
記
が
、
正
宗
•
黒
本
・
永
禄
二
年
・
易
林
諸
本
に
見
え
る
が
『
古
本
下
学
集
七
種
—

l
|

』
に
は
見
え

な
い
。
節
用
集
の
注
記
に
は
、
語
・
注
記
の
大
源
泉
た
る
下
学
集
に
見
え
ぬ
も
の
が
か
な
り
多
い
。
そ
の
中
に
節
用
集
編
者
に
よ
る
注
記
が
入
っ
て
い

よ
う
。

11
、
橋
本
進
吉
、
注
3
の
書
―
―
げ
芦
剛
゜

頁

山
田
忠
雄
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
序
ノ

中
田
祝
夫
・
林
義
雄
本
文
二
②
に
挙
げ
た
論
文
。

12
、
山
田
忠
雄
注
1
1
と
同
所
。
二
五
四
゜

頁

13
、
橋
本
進
吉
、
注
3
の
書

14
、
川
瀕
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
彫
(
!
節
用
集
原
本
が
文
明
六
年
に
編
纂
せ
ら
れ
た
、
と
の
断
定
は
根
拠
に
乏
し
い
。

15
、
山
田
忠
雄
「
書
評
川
瀬
一
馬
氏
著
『
古
辞
書
の
研
究
』
」
（
厨
譴
量
戸
」
噸
二
亭
疇
□

巳
゜

16
、
家
蔵
の
『
詞
詞
早
引
節
用
集
』
に
、
「
庚
辰
春
三
月
穀
旦
」
の
序
と
、
「
明
和
六
巳
丑
孟
春
吉
旦
」
の
刊
記
が
存
す
る
こ
と
か
ら
推
定
。

1718
、
大
槻
文
彦
『
言
海
』
「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」
(
-
)
及
び
（
二
）
。

③
語
の
収
集
範
囲
・
出
自

③
目
的

（
分
類
以
外
の
事
項
）

⑳
目
的
か
ら
見
た
分
類

801 (文87)



1
9、
印
度
本
類
や
文
明
本
に
於
て
、
下
学
集
の
長
い
注
記
が
復
活
し
た
こ
と
は
、
漠
字
検
索
の
外
に
、
頬
著
•
読
み
物
の
性
格
が
欲
求
さ
れ
た
故
と
考
え

ら
れ
る
。
他
本
で
も
そ
の
欲
求
の
反
映
は
多
少
と
も
認
め
ら
れ
る
。

20
、
山
田
忠
雄
「
節
用
集
と
色
葉
字
類
抄
」
（
『
虹
酬
鱈
疇
所
収
）
。

21
、
拙
稿
「
伊
京
集
の
言
語
」
(
-
―
二
霰
囁
疇
声
八
）

22
、
橋
本
進
吉
「
尊
経
閣
蔵
古
紗
本
節
用
集
解
説
」
の
後
か
ら
三
頁
目
。

23
、
中
田
・
林
『
古
本
下
学
集
七
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
」
の
七
本
に
よ
る
。

（文88)802 




